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不安定な民主化より、
開発独裁が必要な時もある
衆議院議員 三原朝彦

　私はたまたま米国に留学した折、エチオピアか
らの留学生と知り合い、これが機会でアフリカに
大いに興味を持ち今日に至りました。
　時あたかも、第 7 回アフリカ開発会議（TICAD 
Ⅶ）が８月終わりに開かれることもあり、徐々に
ではありますが国民一般のアフリカに対する意識
も、お互い地球の此の方から彼の方に住むにして
も、全く別世界の者同士ではなく、多少なりとも
親近感を持つようになったのではと私には感じら
れます。
　もちろん国内ではアフリカ熱の温度差は高低が
あります。TICAD Ⅶの開催される横浜、わが国
のアフリカ政策の一環である ABE イニシアティ
ブのもと電子工学を学ぶ多くのアフリカ留学生

を受け入れている神戸、またわが国の鉱山学の高
等教育で産業資源学講座の名のもとに活躍する秋
田、さらにはアフリカ地溝帯から出る地熱を利用
しての発電の研究をする大学のある福岡等、アフ
リカ発展に学術・教育の面から深い関係を作りつ
つあります。
　このように実利が基本で対アフリカとの結び付
きが強くなればなるほど、同時にわが国に来るア
フリカの人たち、それが学生であろうと誰であろ
うと、彼らを通してアフリカとわが国両方の国民
の理解が深まっていくでしょう。
　永年の私の経験からすると、日本がアフリカの
国々との付き合いをする上でまず必要とするの
は、何は無くともその国の安定秩序です。いくつ

2016年9月、ABEイニシアティブ第３バッチ激励会にて
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かの例外を除けばアフリカの国々は 1960 年をス
タートに、続々と植民地の軛

くびき

を離れ独立し、自ら
の力で国づくりをしてきました。直近の独立国は
2011 年の南スーダンで、この国を含み今日アフリ
カには 54 の独立国があります。
　これらの国々を調べてみると、着実に経済発展
をしている国と、残念ながら停滞や、逆に後退の
見える国があります。これらの差異を観察すると、
国内問題が、そして対外紛争が原因で発展が妨げ
られている場面が見つかります。いずれにしても
共通するのは国の不安定というものの存在です。
　アフリカの国は残念ながら経済発展をするため
に必要な条件、資本、人材、技術の三要素に欠け
るのが現実です。しかしこれらのいずれかが欠け
たとしても、これらを持った外国から援用できる
時代に今日はなっています。それができない場面
があるのは国内情勢が不安定で国外からの物的、
人的、技術的導入が止まっている時です。
　この事実を直視する時、私は経験的に「開発独
裁」は一般的に民主化と称する不安定より良いと
考えます。民主化よりむしろ独裁的でも無私の指
導者であれば、政治が国民にとって良い結果をも

2017年3月、ABEイニシアティブ「修士課程およびインターンシッ
プ」プログラム アフリカビジネス ネットワーキング フェア2017 
にて

2017年1月、ABEイニシアティブにより、九州大学で地熱発電を研究する大学院留学生たちと

Asahiko Mihara
衆議院議員。衆議院災害対策特別委員会筆頭理事。
福岡県生まれ。一橋大学法学部卒業、カールトン大
学大学院国際関係学科修士課程修了。日本・アフリ
カ連合友好議員連盟会長代行。

たらすと私は信じています。例を挙げればルワン
ダです。この国の発展状況はかつてのシンガポー
ルを思い起こさせる開発独裁です。
　開発途上の国にまず必要なものは生きる上での
基本の食であり、衣であり、住であり、さらには
教育、そして民主的な行動様式です。そのために
は先進国流の民主化より、開発独裁の下で国の安
定があり、これらの基本が早く確実に生み出され
る事実を私は見てきました。だからこそ開発独裁
の効用を主張するのです。
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アフリカ支援35年と
私の関わり
衆議院議員 山際大志郎

　私の人生でアフリカを意識した最初の出来事
は、1984 年にエチオピアで起きた大飢饉でした。
当時「アフリカを救え」と、世界のミュージシャ
ンがアフリカに目を向けたことをきっかけに、世
界中の人々が注目しました。ご多分に漏れず私も、
当時はまだ高校生でアフリカの現実を何も知りま
せんでしたが、さまざまな映像から飢饉の状況を
知って心を痛めた一人でした。
　長じて学生時代、私は留学生の担当をしていま
した。サブサハラ・アフリカからの留学生はいま
せんでしたが、エジプトをはじめ、北部アフリカ
の留学生と交流していました。当時、サブサハラ ･
アフリカの人々が日本で何かを学ぶことは極めて
稀でしたが、それから 35 年たちずいぶん大きく
変化したと感慨深く感じます。エジプトに帰った
留学生が、母国で教鞭をとったり政府の役職に就
いたりしているのをみれば、若いうちに日本に来
て、勉学だけでなく日本文化や日本人についても
学んでもらうことは大変有意義だと実感します。
大学で私自身は、生物学専攻で主に人間以外の動

物を研究していました。アフリカをはじめとする
世界各国、特に動物がいる場所にはなじみがあり、
中でもアフリカは、生物の多様性に富んだ魅力的
な場所でした。そこで研究しようとすれば、当然
そこに住まう人々とも交流をします。交流を通じ
て、「どこの国の人でも、どんな文化を持ってい
ても、人間という一つの動物種としては変わらな
い」と実感したのを今でも昨日のことのように思
います。
　政治家となり、政治という面からアフリカと向
き合うようになりました。1984 年当時の強烈な印
象と、学生時代にたびたび訪れたアフリカ各地の
貧困や未開発の状況に対して、政治という立場か
ら社会的課題としてみるようになりました。もち
ろん各国の発展はそれぞれ独自のものがあります
が、生存のための環境を整えることはどんな生物
種でも大切で、われわれが人間として生きていく
上でも当然環境整備が必要です。35 年たってアフ
リカはとても大きく発展しましたが、国単位でも
地域単位でも、そこには大変大きな差がみられま

5

2017年、ルワンダ「JICA･WASACルワンダ地方給水施設運営維持
管理強化プロジェクト」

2016年ケニアで開催されたTICAD Ⅵにて。左から、衆議院議員三
原氏、ソロモン・K・マイナ駐日ケニア特命全権大使、筆者
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す。中進国と呼べそうな地域もあれば、最貧困か
ら抜け出せない地域もあり、また、平和が訪れ安
定してきた国もあれば、平和を築けず喘

あえ

いでいる
国もあります。さらにいえば、政治 ･ ガバナンス
に大きい問題を抱えている国もあります。アフリ
カというのは、“こうだ”と一言で説明がつかない
多様性を孕

はら

んでいる大陸ですが、現在進行形で目
覚ましく発展し続ける大陸とも言えるでしょう。
　ABE イニシアティブをやろうという方向で進
んだのは、TICAD Ⅴの時でした。当時、政策実
行団体の JICA･ 外務省が、人材育成分野に予算を
割くことに消極的であったことは事実です。一方、
アフリカの現実を時系列で見続けてきた政治家と
しては、アフリカとの付き合い方、例えばそれは

「支援」という言葉一つとっても、その方法がア
フリカのニーズを考えた時にどんどん変化してき
たというのも実感として持っていました。さらに
は支援する側も変わり、35 年前であれば英仏独米
等いわゆる先進国が主体でしたが、そこに各国独
立時に手を貸した中国のような国も加わり、日本
も高度成長期に入る中で後から参加しました。35
年たつうちに、トルコや中国のような「新しい支
援」を行う国々が台頭し、これまでの支援の在り
方が変化しているにもかかわらず、これまでのや
り方をただ続けるのは日本の独自性や特色を示す
ことになりません。そこで、日本にしかできず優
位性を保てる、すなわち先方のニーズと合致し、
先方から求められているけれど他国では提供でき
ない支援、それが何かを見極め、「人材育成」に
スポットライトをあてたのが、ABE イニシアティ
ブでした。
　それまでも留学という形で、高度人材になるで
あろう人物を日本で育てるプログラムはありまし
た。われわれはそれに加えて、日本で学んだこと

ルワンダの森でゴリラを撮影する筆者

Daishiro Yamagiwa
衆議院議員。自由民主党副幹事長兼選対事務局長。
山口大学農学部獣医学科卒業（獣医師）、東京大学大
学院農学生命科学研究科博士課程修了［博士（獣医
学）］。日本・アフリカ連合友好議員連盟事務局長。

が日本企業やビジネス、その国の中核をなすこと
にプラスになり、実社会で実践的に役立つ人材を
輩出しようと、留学とは一線を画する、企業との
関わり合いを加え ABE イニシアティブを作りま
した。この 6 年間でそこそこの効果が確認できま
したが、当然それを TICAD Ⅶに向けさらに改良
し、規模も質も深化させたいと思います。
　TICAD Ⅶメインテーマは、「ビジネスパート
ナーとしてのアフリカ」ですが、まさにこれは隔
世の感があって、35 年前にはありえませんでした。
そこまでアフリカが発展したことを嬉しく思うと
同時に、そういうステージに入ってきたアフリカ
と日本が、人材育成を通じてさらに深く結びつい
ていくことを期待したいと思います。
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ABEイニシアティブに期待する

日本政府代表（平和と安定に関する国際協力担当）、外務省TICAD担当大使 岡村善文

　「名前は ABE イニシアティブ、アフリカ・ビジ
ネス・エデュケーションで、ABE だ」。
　アフリカを熱心に応援してくれている国会議員
の先生方が、この構想を私に提案してきた。2013年、
私はアフリカ部長として、第 5 回アフリカ開発会
議（TICAD Ⅴ）を準備していた。前年の年末に政
権についたばかりの安倍総理に、意欲と自信をもっ
て担いでもらいたい。そういう希望を込めた名前
はともかく、私はとても良い組み合わせだと思っ
た。アフリカの優秀な若者に、日本のビジネスに
直接触れつつ、高度な教育を受けてもらう。
　アフリカというと日本から遠い。だから、アフ
リカでこれからビジネスを支える人材に日本に親
しんでもらうためには、とにかく勉強のために日
本に来てもらう必要がある。そして、企業活動に
インターンとして参加し、日本の企業の仕事ぶり
への理解を得る。構想は具体的で素晴らしい。け
れども、アフリカはもともと、地理的にも文化的
にもヨーロッパの影響を強く受けてきている。ア
フリカの学生にとって、日本より欧州で学ぶほう
が効率はいいし、習得内容もより実務に適してい
るのではないか。疑問があろう。
　違う。日本で学んでこそ、日本人と一緒に活動
してこそ学べることがある。私には確信があった。
西アフリカのアビジャンに３年間滞在し、コート
ジボワール、ブルキナファソ、ベナン、トーゴ、
ニジェールと５カ国の大使を務めた。あちこちを
訪ねて、アフリカの人々と触れた。そのうちに、
アフリカの人々には、日本の人々と共通した点が
あることに気が付いた。
　万物に精霊が存在し、森や山を崇敬する。年長
者を敬い、若者は長老に従う。村の共同体の伝統
としきたりがあり、誰もが家族を大切に、故郷を
思う。そういう自然や人生への姿勢だけではない。

アフリカ人と日本人は、社会生活の流儀にもよく
似たところがある。
　日本人はよくうなずく。会談の場で、のべつ幕な
しに声を出してうなずいている。欧米人はそういう
ことはしない。うなずくのは納得したときだけだ。
ところがアフリカの人々もうなずく。村々を訪れる
と、これが儀式にさえなっている。私があいさつの
スピーチをすると、村人たちが一斉に声をあげて

「アオー」とうなずいてくれる。うなずくというの
は日本とアフリカ共通の「聴く文化」なのだ、と気
がついた。うなずくというのは、あなたの話をしっ
かり聴いているよ、という身振りである。アフリカ
の人々は、いきなり自分が手を挙げて話はしない。
まず相手のお話を聴く。それから自分の話をする。
これは日本人と一緒じゃないか。
　アフリカで田舎の村に行くと、必ず村の中心に
一本の大きな木がある。木の周りに長椅子がたく
さん置いてあり、村で問題が起こるとここで衆議
をする。衆議の結果、物事が決まる。村の首長は
それを認可するだけ。自分で差配はしない。アフ
リカの各地に、王様がいる共同体がたくさん残っ
ている。王様は決して自ら語らない。語るのは、

2017年8月　コートジボワール日本友好デーにて挨拶
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王様の横に立って王杖を預かる長老たち。長老た
ちが衆議を集めて決めたことを、王様の権威を
もって語る。
　これは日本古来のリーダーシップとよく似てい
る。日本の会社では、社員が企画を主導する。社
内で衆議して調整を進めて、企画がうまく進むよ
うに力を出す。社長の役割はというと、企画を承
認し「進め」の号令をかけることだ。殿様の時代
から、「良きに計らえ」のリーダーシップが一番
とされてきた。部下のやる気を活かすことが、組
織運営の秘訣であった。
　これに対して、欧米型のリーダーシップとは、
能力と馬力のある極めて優秀なトップが、企画を
命じて実現させるものである。その中で、トップ
の指示を正しく理解して、これを着実に実現する
部下が、優秀な組織人と評価される。この欧米型
の組織運営には一つ難点がある。それは会社組織
などに属する各人が、ただ座って上からの指示を
待つ、という心構えになってしまうことだ。でも、
組織が強くなるためには、一人一人が自発して問

2017年6月　リベリアにて，ジョンソン・サーリーフ大統領（当時）
とアフリカの平和についてお話しする

国連総会　本会議場で演説する筆者

Yoshifumi Okamura
2013年、外務省アフリカ部長として第５回アフリ
カ開発会議（TICADⅤ）を企画。2016年から2017年
にかけ、国連安全保障理事会でアフリカ問題担当。
2017年６月より日本政府代表（平和と安定に関す
る国際協力担当）、外務省TICAD担当大使。

題を解決し、工夫を凝らしていくことが必要であ
る。各人が周りの皆とのチームワークを築き、企
画を進めていくならば、成功の可能性も高くなる。
アフリカの人々には、ただ上からの指示に従うと
いうことに甘んじるのではなく、自主性を発揮し
て周りの問題に取り組んでいってほしい。それが
アフリカの大いなる飛躍につながる。それを実現
するには、日本型の組織運営に秘訣がある。そし
て、その秘訣はアフリカの人々の生活の中、心の
中にもあるはずだ。
　だから、私は国会議員の先生方の努力に感謝す
るとともに、ABE イニシアティブに期待をした。
それから６年、数多くの優秀な卒業生を出し、企
業活動に乗り出す人も出てきた。彼らは日本で学
問だけでなく、日本の社会・組織文化も学んだだ
ろう。欧州に学んだ人々が多いエリートたちの中
で、彼らには欧米型とは異なる日本流の仕事の仕
方を大いに活かし、アフリカの社会になじんだ
別の取り組み方法があることを示していってほし
い。私はそれこそが、これからのアフリカを真に
強くすると考えている。
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ABEイニシアティブが創る
新たなネットワーク
外務省アフリカ部参事官 紀谷昌彦

　私が ABE イニシアティブと初めて出会ったの
は、駐南スーダン大使に着任して間もない 2015
年の秋であった。南スーダンでは、2013 年 12 月
の衝突により在留邦人が国外退避し、JICA 事務
所も１年近く活動縮小を余儀なくされた。このた
め、南スーダンは 2015 年公募の第３期生から初
めて対象国となった。JICA 事務所がジュバ大学
で開催した説明会は大教室が満席となり、熱気に
あふれていた。私からは、選考された研修員が南
スーダンと日本のビジネスの架け橋となることを
期待している、本件は名称のとおり日本の総理の
イニシアティブであり、自分も応募者を全て面接
するつもりであると伝えた。質疑応答では、「長
年の内戦で自分は 50 代になるまで大学教育を受
ける機会が得られなかったので、年齢制限を緩め
てほしい」との要望も出され、厳しい国情を痛感
した。翌日の現地紙では１面トップに写真入りで
キャリーされ、南スーダン側の強い期待と関心を
感じた。

　短い募集期間にもかかわらず約100名が応募し、
書類選考を通過した 30 数名の候補者に対し、私
は南スーダン高等教育省の局長、JICA 事務所代
表とともに面接を行った。中央・地方政府の職員，
大学講師、企業関係者など、同国の激動の時代を
生き抜いてきた 20 代、30 代の若者の熱弁に心を
打たれた。最終的に 11 名が選考されたが、これ
はアフリカ諸国の中でも人口比で最高水準となっ
た。特に、ジュバ大学建築学科を卒業して地元の
設計会社に勤務していた女性は、南スーダンの伝
統的な資材・文化と日本の最先端の環境技術を組
み合わせた住宅を開発し、普及させたいとの構想
を熱く語り、私自身強い印象を受けた。その後、
彼女は日本での歓迎会で第３期生の総代として挨
拶を行ったと聞いた。
　翌 2016 年秋の第４期生の公募プロセスも、７
月に発生した新たな衝突直後にもかかわらず８名
が選考され、全研修員における南スーダン人の比
率は前年に比べて増加した。
　2017 年秋に私は帰国し、今度は外務省アフリカ
部参事官として、ABE イニシアティブの実施を
日本から推進する立場となった。秋の歓迎会や春
のネットワーキングフェアをはじめとする各種行
事に列席し、アフリカ各地からの研修員や日本各
地からのインターン受け入れ企業関係者からおの
おのの経験をうかがう中で、このプログラムの素
晴らしさを改めて理解することができた。
　2013 年 の TICAD Ⅴ を 機 に 立 ち 上 げ ら れ た
ABE イニシアティブは、アフリカと日本の双方
から広く支持され、TICAD プロセスの「ヒット
商品」の一つとなった。なぜだろうか。その鍵は、

「アフリカと日本の双方に眠っていた潜在力を引
き出し、それらを結びつけることで、新たな価値
を生み出したこと」にある。

南スーダン・ジュバ大学でのABEイニシアティブ説明会
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　潜在力の第一は、アフリカの優秀な人材だ。ア
フリカ各国には、高等教育の機会を求めている、
意欲と能力の高い若者が多い。日本が体制を組ん
で公募・選考すれば、各国の将来を担うような優
秀な若者を呼び寄せられる。実際、留学先の日本
の大学で、首席の卒業生や優秀論文賞を取る学生
も出てきている。
　第二は、日本の全国にある大学だ。国際化の流
れの中で、ICT から資源開発、国際保健、経営学
に至るまで幅広い分野で、英語による修士課程の
整備を含め、専門知識を伝授する体制が整えられ
ている。日本の地方が世界に窓を開く拠点となる。
　第三は、日本の全国にある民間企業だ。途上国
開発にも生かせるさまざまな技術を持っており、
日本国内が人口減少と高齢化という課題に直面す
る中、アフリカという新たな市場は活躍の舞台と
なり得る。
　最大のポイントは、これらの潜在力をガッチリ
と結びつけたことである。５年間で 1,200 人以上
の優秀な ABE イニシアティブ研修員が、アフリ
カのいわば「顔」として全国各地に展開した。こ
れにより、日本の大学や民間企業、さらには地方

説明会の会場に集まった南スーダンの若者たち

南スーダン出発前のABEイニシアティブ研修員とともに大使館前で

Masahiko Kiya
1987年外務省入省。英国研修、ナイジェリア、米
国、バングラデシュ、ベルギー在勤後、2015年から
2017年まで駐南スーダン大使、2017年から現職。
国際協力局参事官、TICAD担当大使、NGO担当大使
も併任。

自治体をも巻き込んで、文化交流の担い手となり
つつ、アフリカ・ビジネスの水先案内人として活
躍する例も次々と出てきている。さらに、研修員
同士が KAKEHASHI AFRICA という団体を結成
して交流を深め、日本の大学や民間企業も ABE
イニシアティブを媒介として相互に連携するよう
になっている。
　ABE イニシアティブは、まさに生きたネット
ワークとして、日本とアフリカの交流と協力を
促進するプラットフォームとして機能している。
TICAD プロセスを支える側にあって、この ABE
イニシアティブの成果を生かし、さらに発展させ
るために尽力したい。
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ABEイニシアティブの発展を振り返る

JICA アフリカ担当理事 加藤 宏

　2014 年 9 月から受け入れが始まったアフリカ向
け留学生プログラム「ABE イニシアティブ」事
業は、ほぼ５年の月日を経た今日、アフリカ向け
ODA 事業の中でも最も広く知られた事業になっ
たと言ってもよい。参加したアフリカ人学生は、
現在なお在学中の学生も含めて 1,219 人に上る。
ABE イニシアティブに呼応して JICA に登録して
いただいている大学の数は近年では 79 校にまで
増加している。また、学生をインターンとして受
け入れた企業は、初期においては66社であったが、
現在では 156 社にまで増加している。これらの数

字は、いずれも事業の順調な発展ぶりを物語るも
のだ。
　日本のビジネスとアフリカを結びつける水先案
内人の養成という狙いに関して言えば、2018 年
12 月までに帰国した 620 人のうち、15％に当たる
93 人が日本企業に就職しているというデータがあ
る。また、日本企業に就職しないまでも、2015 年
までに来日した学生約 460 名のうち、10％弱に当
たる 41 名が、何らかのかたちで日本企業のアフ
リカビジネスの支援をしているという。これは、
日本とアフリカの関係がこれまできわめて疎遠で

アフリカビジネス・ネットワーキングフェア 2018での挨拶
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あったことを考えれば、悪い数字ではないだろう。
　ABE イニシアティブがこのような成果を生ん
だのは、アフリカと日本の相互理解の深化に本プ
ログラムが貢献したからだ。まず、ABE は日本
人がアフリカ人の優秀さを思い知るよい機会と
なっている。実際、大学で ABE 生を指導してく
ださっている先生方に聞くと、真面目である、自
国の発展に役立ちたいという真摯な思いが強い、
といった姿勢面での高評価に加え、能力面におい
ても、首席で卒業した、優秀論文賞をとった、あ
るいは請われて大阪万博の誘致活動に貢献した―
など、その活躍ぶりを示す事例は枚挙にいとまが
ない。
　アフリカ人の側からの日本理解を深める上で
も、ABE は大いに役立っている。就学中や帰国
後の ABE 生に話を聞いてみると、自動車や家電
製品を通じてしか知り得なかった日本という国に
ついて深い理解と親近感を得たと異口同音に語
る。それだけではない。通常の修士課程での就学
に加えて、企業でのインターンとして日本の企業
に身を置き、日本の勤労倫理、社会行動のルール
などを身をもって体験できるのが ABE の大きな
付加価値だ。だからこそ、プログラムが実際のビ
ジネス・ネットワークの発展にも貢献していると
言える。
　日本の企業にとっても、新鮮な機会を提供した
はずだ。例えば、社員数は数名というある小さな
企業が、正社員の数を優に超える数の ABE 生を
インターンとして受け入れて自社のアフリカビジ
ネス展開に大いに活用されているとうかがった
ことがある。同社の社長は、これほどありがたい
ODA プログラムはないと言っておられた。途上
国に役立ち、日本にも役立つ ODA こそが理想で
あるとするならば、ABE イニシアティブは ODA

Hiroshi Kato
独立行政法人国際協力機構（JICA）理事。東京生まれ。
東京大学文学部卒業。1988年、ハーバード大学ケネ
ディ行政学院修了。1978年にJICA入団後、外務省勤
務、総務課長代理、企画課長、国内事業部長、国際協
力総合研修所長、JICA研究所長などを経て、2013年
10月より現職。神戸大学大学院国際協力研究科客員
教授、国際開発学会理事などを務める。

プログラム中の優等生といってよい。
　このように、ABE イニシアティブは順調に発
展を遂げ、今日、その評価には大変高いものがあ
る。しかし、その発足に至るプロセスは容易なも
のではなかった。発足が正式に安倍首相によって
発表されたのが TICAD V の場の 2013 年の 6 月。
そしてその 1 年 3 か月後の 2014 年の 9 月には、
早くも初年度の学生 156 名が来日しているのであ
る。このようなきわめて短い期間に、制度やルー
ルを作り、関係国に説明し、実際の学生の受け入
れと就学の実現にこぎつけることは決して容易な
ことではなかった。本プログラムの売り物である
インターンシップ・プログラムも、特にこの制度
が広く知られる以前の初期の段階では、受け入れ
先企業を探すのに相当の苦労があった。また、日
本での生活に慣れないアフリカ人学生の生活と就
学を支援するにおいても多くの方々の多大なるご
尽力をいただいた。制度の発足から毎年の実際の
学生の選考、受け入れ、就学支援、インターンシッ
プの実施、帰国後のフォローにいたるまで、全て
にわたってご協力いただいた関係各位に深甚の敬
意と感謝を申し述べたい。
　アフリカの人口は 2050 年には 21 億人に達する
と見込まれている。一般に、国や地域の経済力は
おおむね人口に比例するといわれていることに照
らせば、21 世紀半ばの世界において、アフリカが
政治・経済・文化などのさまざまな分野で現在よ
りもより大きな力を発揮することとなるのはほぼ
疑いがないだろう。そのような潜在力を持った大
陸と日本との堅固な絆を紡ぐことに ABE イニシ
アティブ・プログラムは大いに貢献している。そ
の一層の発展を期待して、またそのために関係各
機関と手と携えて、JICA としても微力を尽くし
ていきたいと考えている。
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ABEイニシアティブと
私の5年間 
JICA沖縄 所長 佐野景子

　2013 年 6 月に開催された第 5 回アフリカ開発会
議（TICAD Ⅴ）により ABE イニシアティブの
実施が決まり、JICA 本部では人間開発部が本事
業を主管することとなった。最速の翌年秋には留
学生を受け入れられるよう、急ピッチで制度設計
が進められた。日本の大学の修士課程への留学と
日本企業におけるインターンシップという基本構
成に基づき、運営支援機関の JICE とともに大学
や企業への協力依頼と、8 カ国で 2014 年 9 月に第
1 バッチとして来日する留学生の募集・選考が同
時並行で動いていた。応募者は総計 676 人に上り、
アフリカ側の本事業に対する並々ならぬ期待が感
じられた。てんやわんやの 2014 年 4 月、私は人
間開発部次長兼高等教育・社会保障グループ長に
なり、ABE イニシアティブを担当することになっ
た。まずは第 1 バッチの円滑なスタート、それと
同時に、今後の事業実施体制の確立や第 2 バッチ
の受け入れ準備を遅滞なく進めることが重要な任
務となった。他にも多くの高等教育プロジェクト
や留学生事業を実施するグループにあって、ABE
イニシアティブは新しい民・学・官連携による人
材育成であり、これまで JICA が蓄積した知見や
経験をフル活用して実施しなければ成功しない、
国内外の JICA への信頼や期待を裏切ってはいけ
ない—、大袈裟に聞こえるかもしれないが、当時
は必死だった。大学の視点に立ち、ABE 生の指
導がやりやすい経費の支払方法や、他の留学生プ
ログラムとの制度上の違いの整理等を行い、応募
者や募集・選考を担う在外事務所の視点で募集要
項を隅々までチェックした。一番大変だったのは、
業務上、JICA や JICE と直接の接点がほとんどな
かった民間企業へのアプローチだったと思う。企
業からの提案や要望にも沿った ODA 事業とする
には、発想の転換も必要になった。ABE の担当

者たちは、修正で真っ赤になった決裁書を見て何
度も泣きそうになっただろう。それでも皆、新し
い事業の成功を目指し、繰り返し大学や企業に足
を運び、ABEイニシアティブを立ち上げていった。
　2014 年 9 月、第 1 バッチ 156 名が無事に来日し、
私は歓迎会の進行役を務めた。ABE 生を代表し
て挨拶したのはケニア人だった。2001 年からケニ
ア事務所で勤務した私は懐かしい思いで彼女に話
しかけたが、その 1 年後にケニアに再赴任すると
は考えてもいなかった。
　2015 年 9 月にケニア事務所長としてアフリカ
に戻った私の任務は、ケニアと兼轄 3 カ国から
ABE 生にふさわしい人材を募集・選考して送り
出すことに替わった。私は筆記試験に立ち会い、
面接の試験官を務めた。さらに、ABE 生が帰国
後に、ABE イニシアティブの本当の成果である

「日本とアフリカのビジネスの架け橋」になるた
めに必要なフォローアップを行うことが最大の課
題となった。在外事務所では、ABE 生一人ずつ、
出発を見届け、帰国後は「架け橋」として活躍で
きるようサポートする。こうした個別の関係を
軸としながら、事業としての改善の芽をすくい取
り、現地でできることを自立的に実践し、本部に

ABE第１バッチ生からJICAへのお礼
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フィードバックすることが重要だと思われた。特
にケニアは最多の派遣数を誇り、いわば本事業の
最大の享受国として、専任スタッフ 1 名を配置し、
さまざまな取り組みを行った。企業等への報告会
のご案内や起業希望者へのコンサルティングに加
え、2018 年 5 月にナイロビにおいて「東アフリカ
ビジネスネットワーキングフェア」を開催し、ケ
ニア、タンザニア、ルワンダ、ウガンダ、ブルン
ジおよびセーシェルの ABE 生と日系および現地
企業約 80 名が交流する場を設けた。現地インター
ンシッププログラムを、企業とのマッチングだけ
でなく、日本のビジネスマナーや異文化環境で働
くスキルのブラッシュアップを目的として立ち上
げ、ABE 生、企業双方から好評を得た。他にも、
日本でのインターンシップの受入先企業が、ABE
生の帰国後の活躍を知るとともに、アフリカのビ
ジネスの現状に触れ、海外進出へのヒントを得ら
れるよう、ケニア訪問を企画、実行した。
　そして 2019 年 3 月、私は 3 年半勤務したケニ
アから沖縄センターに異動した。今度は沖縄県内
で留学中の ABE 生を見守る立場になった。ケニ

東アフリカビジネスネットワーキングフェアでの挨拶

北海道大学環境科学院から沼口賞（最優秀学生）に選ばれたABE生の報告を受ける筆者

Keiko Sano
JICA沖縄所長。青年海外協力隊員としてジンバブ
エで活動後、1996年に国際協力事業団（当時。現
JICA）入団。2度のケニア勤務を含め、主に対アフリ
カODAに従事。

アでは見えにくかった、異なる生活環境や文化・
慣習に対する戸惑いや、遠く離れた家族や職場を
思う気持ちを目の当たりにし、そんな ABE 生を
理解し支えようとしてくださる周囲の温かさを本
当にありがたく感じている。
　出発から帰国後まで、たくさんの人が ABE 生
を支え、応援し、日本とアフリカのビジネスの架
け橋として活躍することを期待している。もちろ
ん私もその一人であり、これからも、これまでの
5 年間以上に、ABE イニシアティブの成果の発現
に力を尽くしたい。
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アフリカと出会ったJICEメンバー
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JICE 関西支所 留学生担当 林 サユリ

JICE 中部支所 留学生担当 山田 智恵子



留学生支援事業と
JICEの出会い

プログラム名 開始年度 対象国数 人　数

1. 人材育成奨学計画（JDS） 1999 年 14 4,187

2. アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ
（ABE イニシアティブ） 2014 年 54 1,219

3. アフガニスタン国未来への架け橋・中核人材育成
プロジェクト（PEACE） 2011 年 1 570

4. 円借款案件 2008 年 2 236

5. 中国若手行政官等長期育成支援 2013 年 1 169

6. 資源分野の人材育成プログラム（資源の絆） 2014 年 21 86

7. その他（外国政府、民間企業、大学等） 2010 年 41 117

合　計 134 6,584
注）対象国数合計は、延べ数。

JICE常務理事 平川伸明

　JICE の留学生支援事業は、1999 年に人材育成奨
学計画（JDS）を開始し、2000 年から受け入れを
始めて以来、20 年目を迎え、2018 年度までに JICE
が受け入れた留学生数は 6,584 人となりました。
　日本政府は、「留学生受け入れ 10 万人計画」を
1983 年に策定して以来、現在は、「留学生 30 万人
計画」が進行しています。留学生は、帰国後、母
国の発展に寄与できる人材であるだけではなく、
日本との架け橋になる人材です。また、日本人学
生に対する良い刺激になり、日本を含む世界での
グローバル人材の輩出につながるものです。そし
て、ODA（政府開発援助）等を活用した留学生
については、主に対象国の行政官を対象とし、国
単位、地域単位での目的を設定し、日本の近代化

の開発経験等を学び、修士号等の学位を取得して、
その目的を達成することが求められています。
　JICE は、設立当初より開発途上国から来日す
る JICA 研修員を対象とした研修監理事業を展開
しています。同事業は、開発途上国の研修員が、
母国との文化や環境の違いを超えて、日本の技
術や知識を習得、日本および日本人を理解した上
で、研修目的を達成し、開発途上国の発展に寄与
するものです。JICE は、同事業の中で、各種手
配業務に加え、各研修コースにおいて、研修員の
母国と日本のさまざまなギャップを埋め、そして、

「きっかけ（研修参加度の向上、研修内容の理解
促進、気づきの導き）」を提供し、そのノウハウ
を蓄積していました。

2000年8月、JICEが受け入れた最初の留学生（ウズベキスタン）のJICE主催歓迎会
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て、20 年の年月がたち、留学によって広い視野と
国際的な人的ネットワークを得て、当時の留学生
が帰国後、母国で政府の要職に就く等、ODA 等
を活用した留学生としての成果が数多く発現し始
めており、JICE はあらためてこの事業の意義を
深く感じています。
　JICE は、この 20 年の間で、円滑な留学生受け入
れのためのさまざまなシステムの構築を行い、受
け入れ大学との良好な関係を築き、今や JICE 本部、
5 国内支所、17 海外プロジェクト事務所で多くの
精鋭スタッフで留学生支援事業を運営しています。
JICE が提供するサービスは、各プログラムで求め
られている内容に基づき、来日前の留学生募集活
動に始まり、来日後のブリーフィング、オリエン
テーション、日本語研修、生活基盤整備、モニタ
リング、緊急時対応、インターンシップのマッチ
ング、フォローアップ等多岐にわたります。さら
に、日本留学中に行政官交流会等さまざまな自主
企画を行うことで、ODA 等留学生としての目的達
成のためのさらなる「きっかけ」作りを行うとと
もに、帰国留学生とのネットワーク構築、他の青
少年交流案件との融合を通じた日本留学の働きか
けを行っています。今後も、JICE は、政府の方針
に基づき、日本の国際貢献、高度人材としての留
学生の輩出に、ALL JICE で取り組んでいきます。

　このノウハウは、留学生支援事業にも応用され
ることとなりました。そして、個人の留学とは異
なる ODA 等での留学生としての使命、例えば、
ABE イニシアティブの研修員には、アフリカの
産業人材および日本とアフリカとの間の水先案内
人として、JDS の留学生には、母国の社会・経
済開発上の重点課題を解決できる人材として、と
いった目的が明確であり、JICE は、その目的達
成に向けて、そのきっかけ作り等さまざまな支援
を行っています。
　しかしながら、事業開始当初の 1999 年は、
JICE には留学生受け入れの経験、国内大学との
ネットワーク、海外事務所の設置の経験の全てを
有しておらず、まさしく、ゼロからの立ち上げと
なりました。当時、担当課長として、まずは日
本の留学制度の理解、国内の留学生受け入れ大学
への説明行脚、海外事務所開設に向けた手続きに
始まり、事業実施方針の策定、各国関係省庁との
協議、JICE の日本語教育の現地展開、さらには、
留学生用住宅確保のための不動産業者との調整に
至るまで、JICE の国内支所を巻き込み ALL JICE
で、留学生受け入れの準備を行いました。限られ
た時間の中での準備作業でしたが、2000 年夏に、
JICE が初めて、ラオスとウズベキスタンからの
留学生 40 名を受け入れたときの希望に満ちた留
学生の顔は今でも脳裏に焼き付いています。そし

2001年8月、JICEカンボジアプロジェクト事務所の前で（JICE職
員、JICE日本語講師、JICEナショナルスタッフ）

2001年9月、ベトナム教育訓練省とJICEとのJDS契約締
結

Nobuaki Hirakawa
JICE常務理事。民間企業勤務を経て、1987年JICE
に入団。留学生支援無償事業の立ち上げに担当課長
として従事。その後、JICE九州支所長、国立大学法人
北海道教育大学出向、JICE事務局長を経て、2019年
6月末より現職。
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項　目 実績（1 ～ 5 バッチ）
国　数 全 54 カ国から受入達成

受入人数 1,219 名
受入大学数・研究科数 72 大学 129 研究科

関心企業数（登録企業数） 585 社
ABE インターン受入企業数 728 社（累計）

ABEイニシアティブは
未来へのKAKEHASHIだ
JICE研修事業部管理・プロジェクト課長 赤尾 孝

　「とてつもなく規模が大きく、チャレンジング
な事業だ！」
　2014 年 1 月、JICA から ABE イニシアティブ
事業の運営実施を JICE に委託されると決まった
時、私が真っ先に感じたことです。以来、関係者
の皆様と協働しさまざまな工夫を施しながら本事
業で着実な成果を出すことができた 5 年間は、私
の JICE 人生の中で毎日が忙しくもやりがいの →

ある充実した日々でした。
　本エッセイ集では、それぞれの執筆者の方々の
視点から本事業についての思いや感じたこと等が
書かれていると思いますが、私からは本事業での
JICE の業務および数字から見る実績について簡
単にご紹介したいと思います。
　ABE イニシアティブ事業での JICE の実施業務
の内容と流れは大まかには図に示す通りです。

　出発点となるのは、アフリカの現地の優秀な若
者をいかに選考するかの「募集・選考」業務です。
合格者が ABE 研修員として来日した後は、来日
時オリエンテーションプログラムの実施、在学
中の定期面談、さらには日本企業でのインターン
シップ実施といった「滞日中の研修員支援」の業
務があります。研修員の帰国後は、現地帰国報告
会の実施、帰国研修員のデータ整備といった「帰
国後フォローアップ」の業務があります。
　JICE は 20 年間の留学生事業のノウハウを大い
に活用し、多種多様な業務を JICE の得意とする
トータルコーディネーション力を発揮し、多くの
関係者と緊密に連携しながら実施してきました。
　では、数字から見た実績はどうでしょうか。次
の表をご覧ください。

　5 バッチ（2018 年夏来日）までの実績として、ア
フリカ全ての 54 カ国から 1,219 名もの優秀な若者
をABE研修員として受け入れることができました。
JICE は 11 カ国において、現地での募集選考業務を
実施しましたが、私はうち 7 カ国に出張する機会を
得、先方政府との協議の場に出席しました。どの国
においても先方政府関係者の本事業に対する期待
と関心の高さを感じました。
　本事業に係る国内の業務では私は JICE の陣頭指
揮を執る立場でありつつ、来日した ABE 研修員が
参加するオリエンテーションプログラムの中で進
行役を務め、来日したばかりの希望に満ちた若者に

「これからが真のスタートだ」と毎年熱いエールを
送りました。オリエンテーションプログラム終了
の際には多くの研修員に取り囲まれ、「ありがとう。
これで日本での留学生活の良いスタートができる」
とお礼を言われ、心の底から「頑張るんだぞ」と応
援する気持ちになりました。ABE 研修員はそんな
気にさせてくれる素晴らしい若者たちなのです。
　さて、ABE 研修員は多くの大学に合格し入学し
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ましたが、最終的には北海道から沖縄まで全国各
地の 72 大学 129 研究科に入学し、各大学の留学生
出身国の多様化につながるとともに、学内や研究
室のグローバル化や活性化に貢献したとポジティ
ブに評価する声も大学から多く寄せられ、そのた
びに嬉しく誇りに思いました。
　さらには、経済界・産業界にも ABE イニシアティ
ブ事業が徐々に知られるようになり、事業開始時
の 99 社から現在では 585 社の企業がアフリカおよ
び本事業に関心ありとのことで企業登録をしてい
ます。そして、累計 728 社がこれまで ABE 研修員
をインターンとして受入れました。中にはインター
ンシップがきっかけとなり、帰国した研修員が起
業して日本企業のアフリカでのビジネス展開につ
ながった好事例も次々と生まれつつあります。
　以上、JICE の本事業での業務の関わりや実績に
ついて、ほんの一面でありますがご紹介しました。
　ABE イニシアティブ事業は、アフリカ各国から
産業人材育成という点で評価されていますが、実は
ABE イニシアティブ事業に携わった 5 年間に、私
には 2 人の子供が生まれたこともあり、日本にとっ
ても日本の将来および日本を背負う今後の世代に
とっても、非常に重要な事業だという思い入れを

もって取り組むことができました。子や孫の世代に
も、日本が経済的にも政治的にも国際社会でプレゼ
ンスを保っていくためには、アフリカを重要なパー
トナーとして共に手を携えながらこれからも歩ん
でいく必要がある。そして ABE 研修員一人ひとり
が間違いなく日本との架け橋となり大きな力とな
る。そういった信念を私自身強く持てるようになっ
たのは ABE イニシアティブという素晴らしい事業
に携わり、多くの可能性のある ABE 研修員に会え
たおかげです。
　ABE 研 修 員 た ち は 自 ら の 発 意 に よ り、
KAKEHASHI Africa という志をもった ABE 研修
員が構成員となる組織を設立し、滞日中研修員も
帰国した研修員も、日本企業にとってのプラット
フォームとなるべくさまざまな活動を行っていま
す。彼らとともに、日本とアフリカの今と将来のた
めに大きな KAKEHASHI を一緒に架けようじゃあ
りませんか！
　最後に、ABE 研修員から教えてもらったアフリ
カのことわざを紹介して私のエッセイを終わりた
いと思います。
～ If you want to go fast, go alone. If you want to go 
far, go together !　～

第1バッチ研修員の来日オリエンテーションプログラムでの
挨拶

タンザニア政府関係者との打ち合わせ
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Takashi Akao
JICE研修事業部管理・プロジェクト課長。2019年4
月まで、JICE留学生事業第二部国内業務課長として
ABEイニシアティブを担当。
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感情に正直で
ブレないアフリカ人たち
JICE 関西支所 留学生担当 林 サユリ

　私は 2015 年より JICE で働き始め、それ以来
ABE 研修員の滞日中の生活支援をしています。
ABE 研修員との交流を通じ、日本人と比較して
一番の違いとして挙げられることは、自己主張が
強いことです。日本から見たアフリカは、一つの
大陸としてどうしても考えてしまわれがちです
が、アフリカには 54 の国々があり、一つの国の
中にもさまざまな部族が共存しています。その中
で、自分自身や属するコミュニティの権利を守る
ためには、物事の白黒をはっきりとさせ、強い主
張をしていかなければならないのかもしれませ
ん。ルールと定められていることに対し、日本人
であれば特に疑問を持たずに従うところ、彼らは
そのルールに対し納得しなければ、従う必要はな
いと話します。自分の不利益になることや損と感
じることに対しては敏感に反応し、総合的に見て
プラスマイナスゼロという考え方もしないようで
す。自分の利益を追求する飽くなきどん欲さは、
上昇志向が薄れてきている日本人は見習うべきか
もしれません。また、多くの日本人は自己 PR を
苦手としており、日本人であれば 1 と言うことで
も彼らは 5 と表現し、自信に満ちあふれています。
自己 PR が苦手な私は、彼らの自己主張力をうら

やましく感じる時もあります。
　日本人は他国で生活をする際、「郷に入れば郷
に従う」ということを心がけますが、何名かの
ABE 研修員が帰国前に、「自分たちが日本の生活
に合わせるのではなく、日本がグローバル基準に
合わせるべき」だと話した時は驚きました。確か
に日本での生活は日本語を話せなければ困難の連
続だと思いますが、それを承知で来日したはずな
のに、この 2 年間何を学んだのだと残念な気持ち
になったことを覚えています。しかし逆の考え方
をしたら、ブレない自己を確立しているというこ
とになり、むしろあっぱれと言っていいのかもし
れません。
　毎年私は、先輩 ABE 研修員から来日直後の後
輩たちに日本での生活のアドバイスをしてもらい
ます。あるとき、一人の先輩が「アフリカでは自
分の主張や依頼をする際、相手の立場に立たず、
常に自分のことのみを考え、強気な姿勢で対応を
する必要があるが、日本では一切そのようなこと
をする必要はない。日本人に何かをしてもらいた
い場合、礼儀正しくお願いをすれば大抵のことで
あれば、快く受け入れてもらえる。逆にアフリカ
的な方法でお願いをした場合、日本人は戸惑い、

マラウィ人研修員。東京オリンピック・パラリンピックを心待ちに5バッチ生合同プログラム
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距離ができてしまう。強気な姿勢で主張をするの
ではなく、いったん一歩引いて冷静になり、相手
の立場に立って物事を見ることが、日本で生活を
するうえで大切である」と的確なアドバイスをし
たことは強く印象に残っています。
　また、彼らと日本人では友人関係にも大きな違
いがあります。日本人は、親友、友だち、クラス
メート、知人と、仲の良さに比例して言い方を変
えますが、彼らはあいさつをした人全員が友だち
だと言います。彼らの日本でのカルチャーショッ
クの一つとして、友人関係に悩む人が多いように
思います。日本人としては、知人程度の認識でい
たところ、彼らは友だちとして扱っているのです
から、温度差がどうしても発生してしまうのです。
ご飯に誘い「また今度ね」と返事があれば、近日
中に必ずご飯に一緒に行けるものと受け取り、期
待をします。日本人から見れば、今は行かない
が、いつかは行くかもしれないという意味を含め
てそのように返事をしていますが、彼らは額面通
りに受け取るため、明日は？　来週は？　いつな
ら行けるの？　と繰り返し質問をし、途中で連絡
が途絶えてしまったといったケースをよく耳にし
ます。アフリカであれば NO とはっきり主張をし、
NO と返事があったからといって、その後の関係

ケニア人研修員のダンス

が悪くなることはないそうです。それは、彼らが
自分の感情にとても正直だからかもしれません。
愛想笑いはしませんし、機嫌が悪い時はすぐにわ
かり、機嫌が良くても次の瞬間には怒り出すこと
もあり、感情のスイッチが瞬時に切り替わります。
日本人は嫌なことでもしょうがないと、愛想笑い
でやり過ごすことも多いですが、彼らのように喜
怒哀楽をそのまま表現したら、ストレスレスな生
活を送れるのかもしれませんね。
　自己主張の強いアフリカ人と自己主張ができな
い日本人、まるで水と油のような特徴を持ってい
ますが、今後アフリカ各国と日本との交流が増加
する中で、日本人ならではの道徳心を忘れず、柔
軟に対応をし、ブレない考えを持つことが一番大
切ではないかと考えます。また、前述したように
感情スイッチが急に切り替わるので、その雰囲気
に圧倒されることなく、ひとまず彼らの主張を全
て聞いたうえで、一つずつ冷静に対応することも
求められると思います。私も彼らの感情に呑まれ、
言い合いになってしまったことがあり、なかなか
難しいと感じたことはありますが、相手の感情に
流されない、強い心を持つことができれば、自己
主張が苦手であっても彼らと対等に渡り合えるの
ではないでしょうか。
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Sayuri Hayashi
JICE関西支所の留学生アドバイザー。民間企業を経
て、2015年JICEに入団。ABEイニシアティブを含
む留学生支援に従事。これまでに5大学27カ国142
名の留学生を担当している。

マラウィ人研修員。初めての信楽焼
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ABEイニシアティブを通じて
感じた異文化
JICE中部支所 留学生担当 山田智恵子

　毎年、残暑厳しい 9 月の頃、ABE イニシアティ
ブの研修員が東京での来日プログラムを終え、い
よいよ名古屋にやって来る。JICE 中部支所の留
学生アドバイザーとして、オリエンテーションの
準備をし、彼らの到着を心待ちにしている。名古
屋到着後のオリエンテーションでは、言葉も文化・
習慣も異なる研修員たちと早く打ち解けたいとい
う気持ちと、研修員同士が協力し合える関係を築
けるようにという思いから、自由質問形式の自己
紹介タイムを設けている。
　私が初めて研修員を迎えた年の自己紹介タイム
で、異文化を感じた一幕があった。それは、「父、母、
兄弟が 6 人、妻 1 人と 3 歳の息子と 1 歳の娘がい
ます」といった直後の“But I'm available!”とい
う一言であった。いわゆる一夫多妻制が認められ
る国があることを実感した、まさしくその瞬間で
あった。よくよく聞けば、場を和ませるための冗
談で、皆が状況を理解できたときには、一緒に大
笑いをしたのだが、これが私にとって、最も印象
深いアフリカエピソードかもしれない。ちなみに
今も彼は事あるごとに“I'm available.”と言って
いるらしい。
　普段、彼らをサポートする中で、この他にもさ
まざまな新しい発見がある。例えば、服装である。
女性はとてもおしゃれで、日本人が似合わないと
思って避けがちな、カラフルでタイトなドレスを
着こなしている人が多い。流行を気にしたり、周
りに合わせたりするのではなく、自分をより魅力
的に見せる方法を知っているのだ。一方の私は、
似合う・似合わないよりも TPO を考え、ついつ
い地味な色のジャケットを選んでしまう。
　また、話し好きで明るい人がとにかく多い。定
期面談で久しぶりに会うと、まるで家族のような
親近感で接してくれ、和やかな雰囲気の中、会わ

気さくなケニア人研修員

素敵なアフリカンドレスでプレゼンをするタンザニア人研修員
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なかった間に起こったさまざまな出来事を元気に
話してくれる。「外国人」とか「異なる文化を持っ
ている」という点で線を引くのではなく、話をす
る中で、無意識に心地よい距離感を持って接する
ことができることを彼らから学んだ。その他にも、
クリスマスパーティーに招待してくれたり、帰国
後にようやく会えた子供たちの愛らしい写真を
送ってくれたり、彼らは自然なつながりを大切に
してくれる。
　帰国前の最後の面談で、日本での生活を通して、
一番印象的であったことを聞くと、多くの学生が
口をそろえて「規則や時間を守ることの大切さを
学んだ」と答える。私は、日本人の規則や時間に

来日直後の研修員と帰国直前の研修員との食事会で

対する考え方はややもすると窮屈と感じることが
あるが、彼らは、それを日本の良さと捉え、日本
から学んだことの一つだと受け止めてくれる。ま
た、「日本人はシャイだけど、とても親切にして
くれた」と話してくれるが、彼らが日本人との間
に壁を作らず笑顔で話しかけてくれるからこそ、
私たち日本人も自然と親切な対応ができるのかも
しれない。
　日本で過ごした数年が、彼らの人生で大きな意
味を持つ時間となり、帰国後、彼らの職務や母国
の発展に大きく寄与するものとなるように、微力
ではあるが、引き続きサポートしていきたいと強
く思っている。
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Chieko Yamada
JICE中部支所の留学生アドバイザー。米国若手日本
語教員派遣事業への参加を経て、2017年JICEに入
団。留学生事業担当としてABEイニシアティブを含
む留学生支援に従事。これまでに8大学21カ国55
名の留学生を担当している。

▲目次
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日本と出会った研修員たち
エジプト・アラブ共和国 モハメド・レダ・エルサイード・モハメド

カメルーン共和国 ンノコ・ネルソン・エコテ

ケニア共和国 クリストファー・ムトマ・マイタイ

コンゴ民主共和国 カビ・オリビエ・カタバルカ

ザンビア共和国 ポール・ハバシムビ

スーダン共和国 オマール・アワッド・エルバシャ・モハメッドアハメッド

セネガル共和国 ブバカール・ソウ

タンザニア連合共和国 ジェームズ・エリカナ・ンマリ

中央アフリカ共和国 カール・アダムス・コパテイ・バリ

チュニジア共和国 ウセマ・ベン・ラビハ

ナイジェリア連邦共和国 オケチュクウ・イグナティウス・エゼ

マダガスカル共和国 メヴァ・ワンダ・ランドリアマナリナ

マダガスカル共和国 ンジャラティアナ・ファニリ・アドリアン・ラクトゥアリヴェル

南アフリカ共和国 ンバリ・セクワレ

モザンビーク共和国 アゴスティーニョ・フランシスコ・トリンタ・アリアンデ

モロッコ王国 エル・マディ・エル・ラッカビ

モロッコ王国 スマイヤ・アッドー

レソト王国 マモジョカ・ジョイス・モライ
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　日本は私のようなエジプト人が行くことのでき
る最も遠い国の一つである。この国は地理的に
はるかに遠く、文化的に異なっており、アフリカ
のほとんどの国とは異なる習慣や伝統を持ってい
る。その意味で、私の 2 年間の日本滞在において
は、多くの課題と興味深い経験があった。今回の
エッセイでは、私の経歴、これまでの経験、そし
て日本について興味を持ったことを述べたいと思
う。また東京大学での経験とそれに関連したいく
つかの成果についても触れる。最後に、私の日本
での経験が東京の IT 業界への転職をもたらした
こと、そして今後の展望について述べる。
　私は地質学の学士号を取得している。ABE イ
ニシアティブに参加する前は、エジプトの大学の
教育助手として働いていた。私の専門業務のほと
んどは、地理位置情報とマッピングの分野であり、
建設業界で活用されるものであった。私は ABE
イニシアティブに参加することで、自分の考え方
を広げ、自身を多文化の専門家として確立させる
ユニークな機会が得られるだろうと期待した。私
の個人的な意見としては、「日本での修士号取得
と企業での実技トレーニングを組み合わせて得ら
れるというのは、ABE イニシアティブを魅力的
に際立たせるものであり、優秀な人材を惹きつけ
るものだ」と感じた。
　日本に到着したとき、アフリカ人であれば誰も
がこの国に足を踏み入れるときに直面する多くの
ユニークな経験があった。食べ物、コンパクトな
都市計画、そして清潔さはもちろんのこと、私に
とって正に印象的であったのは、不確実性がない
ことであった。電車は時間どおりに来るし、会議
は開始時間と終了時間がそれぞれ決まっている、
など。慣れれば、生産性を 2 倍にし、時間管理を
向上させるのはとても簡単なことである。

　東京大学は私に独特の経験と日本の真の味わい
を教えてくれた。生活面では、集中的な日本語ト
レーニング、文化活動、そして個性や人格を成長
させるために十分な機会を得た。研究面では、こ
の上ないものであった。私の研究室はその分野の
先端を牽引しており、私は教授と多くの先輩研究
者と共に複数の国際プロジェクトに取り組む機会
があった。
　その間、私はモザンビークとルワンダの研究プ
ロジェクトに携わっていた。キガリで開催された

「トランスフォーム・アフリカサミット 2018」に
招待され、そこで多くのアフリカのリーダーたち
と出会い、戦略的な話題について議論した。私は
また、日本の民間企業と一緒にエジプトを訪問し、
東京大学とカイロ大学の間で新しい共同研究プ
ロジェクトを開始する機会に関わった。このプロ
ジェクトは、輸送計画におけるビッグデータアプ
リケーションに関連したものだ。これら多くの経
験は、大学院生の私にとって、この上ない最高の
教育機会であった。
　ABE イニシアティブプログラムの一環として、

東京大学を修了

ITとビッグデータの世界への転身

モハメド・レダ・エルサイード・モハメド エジプト・アラブ共和国

▲目次



28

私は一般財団法人宇宙システム開発利用推進機
構（Japan Space Systems）でのインターンシッ
プに参加した。Japan Space Systems はリモート
センシングと地理空間アプリケーションの専門機
関であり、私の研究分野そのものであった。私た
ちは 2 週間にわたって強化トレーニングプログラ
ムを受けた。専門家により課されたトレーニング
は、アフリカの実際の事例を用いて実践的なアプ
リケーションを行うことであった。それは明確な
結果を持つプロジェクトのように感じた。また、
インターンシップ期間中の最終プロジェクトとし
て、衛星画像を用いての箱根山見学も行った。
　キャリアの面では、私はかつての建設業界から
IT とビッグデータの世界へと段階的に移行した。
私は機械学習とビッグデータを研究テーマとして
選択し、その研究をサポートするためのコーディ
ングを学んだ。複数のコーディングセミナーや
ミートアップに参加することは間違いなく役に立
ち、東京はこのようなイベントを多く提供してく
れた。また私は同分野のスキルをもっと伸ばすた
めに、SoftBank が所有する DeepCore と呼ばれる
AI スタートアップインキュベーターでインター
ンシップを行った。修士課程を卒業する 6 カ月前
に、私はハイテク業界に入ることを決心し、それ

ハンガリー・ブダペストで開催の国際会議に出席

オフィスにて

世界銀行でのプレゼ
ンテーション

Mohamed Reda Elsayed Mohamed
ABEイニシアティブの第3バッチ生として東京大
学の工学系研究科にて修士号を取得したのち、楽天
株式会社のデータサイエンティストとして活躍し
ている。

Egypt

が現在の会社に入社するに至った経緯である。
　私は現在、東京の IT 会社である楽天株式会社
に勤務している。同社は複数の国に事業を展開し
ている。私は東京の本社で、中堅のデータサイエ
ンティストとして採用された。データサイエン
ティストとしてビジネスデータを抽出し、その上
に人工知能アプリケーションを構築するために
ビッグデータセットを収集、集約、分析する。面
白い仕事だ。楽天の多様性のある多文化環境に惹
かれ、入社を希望した。私のチームにはアジア、
ヨーロッパ、アメリカ出身のメンバーがおり、そ
してアフリカ出身の私がいる。問題を解決したり
プロジェクト開発を行ったりするときはいつも、
誰もがユニークな視点を持っている。
　私にとって、日本は文化遺産が最先端技術と共
存しているユニークな国である。その国は人々の
興味関心を問わず、ほぼ全ての人々に何らか提供
するものを持っている。最後に、この日出づる国
はいつも私の心の中の重要な場所を占め続けるこ
とであろう。

▲目次
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日本のビジネス発見!!!

カメルーン共和国

グループ発表をとりまとめる筆者

　日本は世界で最もユニークな国だ。テクノロジー
や誠実なビジネス文化など、さまざまな点で最も
優れている。“This is Japan”は日本でよく使われ
ているフレーズだ。日本には独特のビジネス・ス
タイルがある。私は日本の大学で学生として、日
本の企業でのインターンシップや商談を通して、
日本のユニークさを目の当たりにした。日本のビ
ジネスにおけるユニークさは、多くの点で非常に
魅力的だと思う。以下、具体的にお話しする。
　まず、ビジネス社会における人間関係の圧倒的
な重要性。人的側面がビジネスより重要で、ビジ
ネスそのものより人間関係が優先される。日本人
はビジネスの初期段階で最大の時間とリソースを
費やす。これは多くの外国人にとっては珍しいこ
とで、私は日本のビジネスパートナー候補と昼食
や夕食を通して数えきれないほどのミーティング
を行った。これらのミーティングを通して、日本
人はとても多くの質問をするのが普通で、そして
頻繁に状況を変え、違った方法で何度も同じ質問
をする。彼らは私の性格についてできるだけ調べ
るのだ。日本のビジネスの本質は製品よりも人。
MOU（覚書）に署名するまでに数カ月から数年
かかることさえある。
　また、グループワークもしくはチームワークは
日本のビジネスで重要な概念だ。集団志向とチー
ムワークは日本の単なる概念やフレーズではな
く、企業活動の全ての側面にあらゆるレベルで浸
透している。私の日本での修士課程では、グルー
プワーク、グループアサインメント、グループプ
レゼンテーションがたくさんあったし、授業の出
席は各個人の授業での貢献よりも重要だった。日
本の企業でも同じ経験をした。日本企業の階層は、
西洋の階層モデルを代表するトップダウン型の意
思決定プロセスではなく、合意と協力に基づいて

いる。誰もが献身的かつ積極的に関与しなければ
ならない。通常、意思決定プロセスは、大量の情
報と 100％の合意に基づくため、遅くなり長引く。
したがって、日本人とビジネスを行うためには絶
えず忍耐力が必要となる。また、長期間待つこと
が必ずしも肯定的な決定に繋がるとは限らない。
　さらに、情報概念の下から上への流れが日本企
業の経営スタイルだ。ほとんどの決定事項は承認
のために上層部に渡される前に会社の中間層でま
とめられる。日本でマネージャーになることは担
当する部署の誰よりも勤勉でなければならないこ
とを意味する。マネージャーはかなりの頻度で誰
よりも先に出社し、最後に退社する。 CRT-Japan
でインターンシップをした時、通常の始業時刻が
午前 8 時である中、私は上司より先に到着するた
めに午前 7 時前にオフィスに行くことが多かった
が、不幸なことに上司はいつもそこにいた。終業
時刻は午後 6 時である中で私は午後 10 時まで居
残ったが、またしても不幸なことに、上司はいつ
もそこにいるのだった。どのように努力しても彼
よりも頑張ることは不可能であることを悟り、私
は諦めた。さらに日本のマネージャー、最高経営

ンノコ・ネルソン・エコテ
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Nnoko Nelson Ekote
ABEイニシアティブの第2バッチ生として来日し、
関西学院大学の経営戦略研究科にて修士号を取得
した。同じ大学院の博士課程に進み、現在も勉学に
励んでいる。

Cameroon

責任者（CEO）および社長に関して驚くことは、
彼らの謙虚さだ。彼らは従業員にとても親しく接
する。私がインターンシップをした会社の一つで
は、オフィスのスペースはそれほど広くはなかっ
た。インターンシップの初日に CEO は彼の机と
椅子と共に彼のワークスペースを私に譲り、1 週
間にわたり使用させてくれた。そして、彼自身は
会議室を使用していた。これは私の国ではあり得
ないことだ。また別の会社では、何十億ドルもの
企業価値がある会社の会長が私たちと一緒のオー
プンスペースで働き、社員と交流し対話していた。
私の国ではこのように一般の社員が CEO や会長
と交流するなど、ほぼ考えられない。日本の経営
者は謙虚さを通して会社で起こっている全ての事
を把握し、常に生産性をベストに保っている。
　さらに、時間厳守は日本のビジネスの根幹をな
す。日本では時間はビジネスで最も価値のある資
源なのだ。それは関係者への敬意を示し、また信
頼性の尺度でもある。それが、ビジネスパートナー
候補が相手を信頼できるかどうかを判断する重要
な要素の一つであるとは、驚くべきことだ。 「時
は金なり」とよく言われるが、日本では「時は金
以上なり」だと悟った。 5 分の遅刻で数十億ドル
の取引が永遠にキャンセルになる可能性もある。
学校では授業開始後 5 分以内に出欠を取り、その
後に来る学生は欠席とみなされる。ある日、私の
ビジネスパートナー候補の一人は、「ネルソンは
15 分前にビジネスミーティングに来るので信頼で
きる。彼を信用してよいでしょう」と話していた。
日本のビジネス文化を除いては、時間厳守と信頼
性の関係を見いだせなかったので、とても驚いた。
　最後になるが、継続的な改善、研究、開発、革
新への献身的なコミットメントは、日本のビジネ
スが優れた価値を提供するうえでの核心的な秘訣

であり、日本の製品やサービスが優れている秘訣
である。来日前の私にとっては、技術は抽象的で
アフリカの魔術のようだった。しかし今、私はテ
クノロジーが非常に現実的で自然なものであり、
献身的なコミットメントによる人々の努力の結晶
だと理解している。日本の大手企業の多くはとて
も小さな会社からスタートした。トヨタ自動車は
1933 年に繊維事業を行う豊田自動織機製作所の一
部門として始まった。1934 年に製造された最初の
エンジン（タイプ A エンジン）は、完全な職人技
によるもので、1 年に及ぶ厳しい手作業で完成さ
れた。今日、トヨタの生産工場は完全に自動化さ
れ、ロボットが自動車を組み立てている。アフリ
カはトヨタが 1933 年に創業した頃よりはるかに
豊富な資源を有しているが、2019 年の今日におい
て自動車のパーツでさえ製造している国はほとん
どない。名古屋のトヨタ工場を訪問中、トヨタの
記念館に立ち寄った。そこでは技術という言葉の
謎が解けた。今日、アフリカでも同じことができ
ると私は信じている。日本のビジネスの本質は、
断固とした決意と完全なコミットメントなのだ。

トヨタ自動車の記念館にて、創業者のボードと筆者
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1. まず私が日本で初めに驚いたことは、大学の教
授たちが学生と一緒に食堂で食事をしている姿を
見たことである。ケニアでは、大学教授と学生は、
それぞれ別のレストランで、別々の料金で食事を
する。つまり、大学職員専用の食堂と、学生専用
の食堂があるわけだ。もちろんメニューは同じで
も料金は異なる。職員専用の食堂では料金が高く、
学生食堂でははるかに安くなっている（学生は大
学から補助を受けているため）。日本では学生も教
授も同じ食堂で食事をし、同じメニューに同じ料
金を払う。私は徐々に、教授と一緒に食事をする
ことができるこのシステムが好きになっていった。
事実、今でも懐かしく思い出すのは、夕食をとも
に取り、酒を飲みながら重要なことを話し合う

「NOMINICATION」の思い出だ。酒を何杯か飲み
交わした後、互いに胸襟を開いて自分を自由に表
現する！そのような機会はケニアでは稀である。

2. 食堂のケース同様、職員用トイレと学生用トイ
レに区別がないことは私にとっては驚きであった。

3. もう一つ文化の違いを感じたのは公衆浴場（温泉）
である。さすがの私のワイルドな想像力を持ってし
ても、父親ほどの年代の男性と、弟の年齢ぐらいの
若い男性と一緒に同じ浴場に入ることは、これまで
想像さえしたことがなかった。それにもかかわらず、
私は徐々にこの状況を受け入れるようになり、最後
にはすっかり大浴場を楽しむまでになった。ケニア
に帰国してからというもの、あの経験を思い出すと、
また入りたい思いに駆られる。

4. 日本の四季はアフリカから来た者にとってはあ
る種の謎であった！　まるで自然がひと月の日数
を数え、一つの月が終わったことを知っていたか

のように、ひと月が終わると、翌月にはいくつか
の変化がもたらされるのだ。また、朝の天気と午
後の天気がまったく逆になる可能性があることを
理解するのは容易ではなかった。

5. 「先輩 – 後輩」システムは日本人の日々の生活
にとても定着していた。この考えによって、学校、
家庭、職場、地域社会など、あらゆる面において、
目上の人たちを敬う姿勢と秩序をもたらしている
ので、私はこの考えが好きであった。

6. 日本の労働倫理と時間管理は世界でトップクラ
スのものであると感じた。インターンシップを受
けた 3 つの日本企業では、毎朝 5 分間の部会ミー
ティング（朝礼）に続いて従業員全員で行う 10
分間のエアロビクス（体操）があり、いずれも私
はとても楽しんだものだ。これらのプログラムが
職場に組み込まれていることで、労働者はよりや
る気が増し、生産性も向上すると思う。この素晴
らしい時間管理の観念は、学校や家庭、地域の集
会、神社や教会、レストラン、駅、バスなど、い
たるところに見られた。

7. 日本人の誠実さと優しさは忘れられない。新宿
駅で財布を置き忘れたことがあった。財布には現

日本で出会った10の驚き

クリストファー・ムトゥマ・マイタイ ケニア共和国

電力・エネルギー関連プロジェクトにて
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金のほか、電車の切符、デビットカード、クレジッ
トカード、在留カードや国民健康保険証など個人
に関わる書類が入っていた。私はどうしたらいい
か途方に暮れ、その場に 2 時間も立ちすくんでし
まった。私は KOBAN（ほぼ全ての主要な駅にあ
る警察署）に行き、助けを求めた。ああ！　財布
は無傷で見つかり、中身も全てそのまま入ってい
た。これは母国の、特に公共の場では、まずあり
得ないことである。

8. 清潔さ、ゴミの分別、そして環境への配慮。私
の近所に住んでいた日本人は皆、ゴミを分別し、
環境を清潔に保ち、ポイ捨てをしないように、一
人ひとりが率先して行動していたのは素晴らしい
ことであった。また、大都市ではゴミ箱さえなか
なか見当たらず（置かれておらず）、それでも街
中がとてもきれいだった！　あとで気づいたのだ
が、日本では皆、自分のゴミは、自分の家に持ち
帰っているのであった。

9. 日本では多くの技術革新や今日の人類の課題を
解決するための素晴らしい発明がある一方、日本
は依然として非常に伝統的な国である。私は日本

Christopher Mutuma Maitai
ABEイニシアティブの第１バッチ生として来日し、
宮崎大学にて、工学研究科の修士号を取得した。帰
国後の現在は、ケニアのアビバ・テクノロジー社で
CEOを務めている。

滞在中、東京、大阪、名古屋、福岡、熊本、そし
て沖縄を訪れた。これらすべての場所で見られた
共通点は、現代テクノロジーの時代に暮らしてい
るにもかかわらず、人々は地元の文化をとても大
切にしているということであった。大都市のど真
ん中であっても、小都市、農村地域問わず、さま
ざまな伝統的な祭りが行われ人々が集う。現代の
21 世紀のアフリカ、特に植民地後の時代は、この
ような祝祭や文化の維持が欠けている。多くのア
フリカ（そしてケニアのコミュニティ）は文化的
に疎外され、西洋の文化に洗脳されている。
　私は西洋文化を非難したり悪者扱いしたりして
いるわけではないが、どの文化にもマイナスとプ
ラスの両方の要素がある。時にマイナスの要素は
プラスの文化的良さを犠牲にして増幅することが
ある。21 世紀のアフリカがかつての 12 世紀の文
化を再発見し、その文化を現代テクノロジーと共
存させることができるだろうか（日本のように）。

10. 最後に、日本の人々（特に私が日本に滞在し
た2年間のほとんどを過ごした九州と沖縄の人々）
はとても親切で外国人を歓迎してくれた。 スー
パーマーケット、教会、寺院、神社、コンビニエ
ンスストア、居酒屋などで見知らぬ人に声をかけ
られ温かく迎え入れて頂くことが度々あった。

Kenya

太陽光発電関連プロジェクトにて

ICT関連プロジェクトにて
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　私は、ABE イニシアティブで名古屋商科大学
大学院の経営学修士課程を終えたカビ・オリビエ・
カタバルカである。コンゴ民主共和国の東部のブ
カブで生まれ育った。
　訪日前は化学工学を専攻し、カナダの金鉱採掘
会社であるバンロ社に 6 年間勤務していた。その
後、経営学修士号を目指す機会を探していた。経
営学の勉強は私のキャリアをひろげ、履歴に価値
をあたえると確信したからである。
　その時、日本での修士号取得とインターンシッ
プおよび必要な資金提供をしてくれる ABE イニ
シアティブに出会った。名古屋商科大学大学院で
の 1 年の修士課程に応募したところ、幸いなこと
に数々の試験と面接を経て合格することができた。
　日本に住み日本文化を勉強したいと常々思って
いた。私の国コンゴ民主共和国では、「メイド・
イン・ジャパン」は最高品質と同義と信じられて
いるが、コンゴ人の日本に関する知識は限られて
いる。マンガやサムライの背後に潜んでいる日本
人について知りたいという好奇心に沸いていた。  
　まず、私の応募書類の処理が日本の行政機構で
はとても時間がかかるということを実感した。 
2015 年 11 月の提出から 2016 年 6 月の最終通知ま

で 8 カ月かかった。 
　家族と勤務先との調整をすませて来日し、JICA
東京での 2 週間のオリエンテーション受講後、名
古屋に 9 月 9 日に到着した。私と他の ABE イニ
シアティブの学生たちは、一時的に JICA 中部に
宿泊し、大学寮または下宿に移るまで数週間そこ
に滞在した。
　JICA 中部での滞在期限が近づいた頃、JICA か
ら、名古屋商科大学大学院の 1 年間の経営学修士
課程在籍の学生は、そのまま JICA 中部に宿泊で
きる可能性があるという連絡があった。JICA 中
部は駅に近く、キャンパスにも近く、費用も私が
宿泊を検討していた留学生用学生寮のほぼ半額で
すむ。私にとっては、これは千載一遇の機会で、
喜んでこの申し出を受けた。
　結果、私は 1 年間 JICA 中部に居住することがで
きた。JICA 中部は世界中からの JICA 研修員の宿
泊施設を備え、毎月、新規の研修員に会い、静かな
環境を楽しみつつ、新しい友達を作ることができ
た。私は長期の滞在者だったので、JICA や JICE、
レストランのスタッフとも知り合いになれた。
　私の大学院生活は 2016 年 9 月 12 日の入学式と
ともに始まった。大学の建物はどんなふうだろう

指導教授の下、必死で頑張り、
1年間で経営学修士号を取得
カビ・オリビエ・カタバルカ コンゴ民主共和国

卒業式にて（2017年9月）

名古屋商科大学大学院　丸の内キャンパスにて（2017年6月）
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かと好奇心を膨らませてから、わずか 3 日たつか
どうかという頃だ。ドレスアップした入学式で
は、私の教授や同僚の学生となる人々に会った。
私をいれてアフリカからの 5 名の学生を含むさま
ざまな国籍の 60 名が大学講堂に集まった。この 5
名は全員 ABE イニシアティブの学生で、そのう
ち 3 名は 2 年の課程に在籍し、私とモロッコから
のヤシンの 2 名は 1 年の経営学修士課程の学生で
あった。
　修士課程は、経営学修士号課程と科学修士号課
程の2つであり、40単位必要である。2年課程と違っ
て 1 年の経営学修士課程在籍の学生は、各学期の
必要最小単位数が 18 で、それに加えて文章作成（論
文作成と同義）が 4 単位、および単位取得の成績
平均点が 3.0 以上であることが必要である。
　私とヤシンは同じ宿舎に滞在し、互いに親友に
なった。
　入学式では、大学スタッフから名古屋商科大学
大学院で採用されているパフォーマンス評価であ
る相対評価についての説明を受け、その時に感じ
たことをよく覚えている。この評価システムでは、
授業での積極性つまり積極的な討論参加および関
連活動への参画が 50％を占める。
　大学以上の機関でのパフォーマンス評価が法律
で既定されている多くの国と異なり、日本の大学、
特に私立大学は独自のパフォーマンス評価システ
ムを採用することができ、名古屋商科大学大学院
もハーバードビジネススクールの評価手法をその
まま使っている。
　相対評価は、教員からは学生間の競争心を育て
るため勉学への動機づけができるものと思われて
いる。競争により、刻苦勉励してレースの上位に
残るというやる気を育てるからである。私のよう
に絶対評価で教育を受けてきたものにとって、相

Kabi Olivier Katabaruka
ABEイニシアティブの第3バッチ生として、名古
屋商科大学大学院のマネジメント研究科に所属し
ていた。卒業後はコンゴ民主共和国でLAMPYRIS 
SARL社を設立し、業務執行役員を務めている。

対評価は威圧的に感じる。
　入学式終了直後には 1 年課程の卒業要件を満た
すことが厳しいのではと不安に思い、1 年から 2
年課程に変更しようと決心した。同僚の学生のヤ
シンも同じ考えだとは露ほども思わなかった。残
念ながら、JICA からの回答はすでに予算配分済
みのため、いまさらの変更は不可能というもので
あった。この回答のおかげで、他の選択肢もなく
なり、より勉学に精を出すことになった。
　私の留学生としての典型的な1日は、朝7時起床、
8 時に登校、帰宅は夜 10 時、次の授業のため夜 11
時から真夜中 2 時までは資料を見直し（主として
経営分野関連）、2 時に就寝する。朝食は JICA 中
部の食堂でとり、昼食は大学または近所のコンビ
ニですませ、夕食は JICA 中部か、帰宅途中にレ
ストランで食べる。このスケジュールは十分な学
習効果をもたらし、46 単位を修得し、2017 年 9 月
19 日に卒業できたことを誇りに思っている。
　前述のように、私のクラスには多様な人種がお
り、90％以上はガイコクジン（外国人）である。
私はたくさんの日本人学生や外国人留学生と繋が
りができ、さまざまな文化を学ぶことができた。
彼らは今日に至るまで私のよき友人である。
　私は指導教官である岩澤教授をはじめ、そのほ
かの教授とも大変によい関係を構築することがで
きた。岩澤先生とは何度も一緒に飲みに出かけ、
妻の日本入国査証の申請などのような個人的な事
柄も手伝っていただいた。

Democratic Republic
 of the Congo

なばなの里（植物園）
にて
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　私はザンビア出身のポール・ハバシムビである。
ABE イニシアティブ第 3 バッチの学生として足
利大学で工学を学び、建築・環境工学の修士を取
得した。2016 年に来日したが、アジアの国を訪れ
たのは初めてであった。日本での経験や学びにつ
いて触れる前に、私の国ザンビアについて簡単に
紹介する。ザンビアはアフリカの南部にある。犯
罪率は非常に低く政治的にも安定しており、多く
の天然資源を持っている。日本のように人々はと
ても親切で友好的である。政府は現在、銅への依
存から経済を多様化させようとしているが、銅採
掘は主要な経済活動である。現在、民間部門の投
資参加を必要とする官民パートナーシップ（PPP）
の取り決めを通じて、多くのインフラプロジェク
トが実施されている。その一つが「リンクザン
ビア 8000」であり、政府は農村部の活性化のた
め 8,000 キロメートルの道路を建設し、アクセス
の良くない地域と州とを結ぼうとしている。した
がって、私の日本留学の最大の目的は、知識を深
め、リーダーシップを発揮して、信頼できるイン
フラや道路を自国に建設し、物流不全を根絶する
ために必要なスキルを身に付けることであった。
　3 年近く日本で勉強したが、私の日本での経験
はとても興味深いものであった。第一に、日本人
はとても礼儀正しく、豊かな伝統と尊い文化を
持っている。母国での普段の挨拶は握手だが、日
本では人々がお辞儀をするのを見て驚いた。栃木
県足利市に住んでいる間に、日本の伝統的な神社、
寺院、古風な伝統的家屋を訪れて鑑賞することが
できたことはとても貴重な経験であった。さらに、
ごみを捨てるためにごみ箱があちこちに置かれて
おり、あらゆる公共の場所がとても清潔な状態に
保たれている。技術の面では、日本は世界に名の
通った技術を持っている。ザンビアで一般的に使

用されているバスや道路輸送とは対照的に、日本
人が利用する主な公共交通機関は電車である。新
幹線で日本各地の美しい場所を観光した経験は、
記憶に永遠に残る思い出となった。駅には自動販
売機があり、さまざまな食べ物や飲み物を購入で
きる。最も魅力的だったのは、スプレー機能と温
水洗浄、暖房便座を兼ね備えた日本のハイテク電
子トイレを使った経験である。あの脈動するスプ
レーは、人間の繊細な部分をマッサージしてくれ
る。これは本当にすごかった！
　上記以外にも、日本語を学び、有限会社栗山自
動車工業所とバンプレコーダー株式会社の 2 社で
インターンシップをさせていただいた。栗山自動
車工業所は中古自動車の販売を専門とする会社で、
主にアフリカに輸出している。バンプレコーダー
株式会社はインフラ関連サービスを提供している。
これらの企業でのインターンシップを行っている
間、日本のビジネス文化について理解を深めるこ
とができた。そして現在、私はバンプレコーダー
株式会社と協力し、ザンビアでのビジネスチャ
ンスの発掘と他のアフリカ諸国での市場の可能性
の調査をしている。バンプレコーダー株式会社
は、走行中の車両の振動から路上の欠陥を特定す
るために、Android スマートフォンを使用したシ

シンプルで革新的な技術を経験し
母国のインフラ建設に貢献
ポール・ハバシムビ ザンビア共和国

足利大学のラボで実験を行う筆者

▲目次



36

ンプルな機能のシステムを提供している。彼らの
「BumpRecorder」と呼ばれるソフトウエアアプリ
ケーションは、振動のレベルに基づいて路面の凹
凸を測定することができる。内蔵センサーが振動
データを収集し、舗装の国際ラフネス指数（IRI）
を自動的に計算する。このパラメータは、路面の
凹凸を定量化するための標準として世界中の高速
道路の専門家によって使用されている。つまり、
この種の技術は、低コストかつ迅速で手軽に舗装
表面状態を測定できるため、ザンビアや他の多く
のアフリカ諸国のニーズを満たすことができる。
　私が日本に滞在している間に、自国では一般的
でないことをいくつか発見した。それは、バス、
電車、買い物、食べ物、さらにはオンラインでの
宿泊の予約など、欲しいものが時間どおりに提供
されるサービスである。そのようなサービスは私
の学生生活をより簡単で便利にした。
　足利大学で私が学んだ重要な教訓の一つは、一
生懸命働くことである。さらに重要なことは、自
分に最適な方法で仕事に取り組むことである。足
利大学工学部に所属し、土木工学を学んだ。私の
研究は地盤工学に関するもので、これには相当な
努力と献身的な取り組みが必要であった。大学に
は研究に使用される高度な実験装置があったが、
この種の装置は高価であり、ザンビアの多くの大
学ではそれらを購入する余裕がない。これは私に
とって、装置を理解し、所属先上司の期待に応え
る実験を行わねばならないという大きな挑戦と
なった。その後の努力と献身により、私の研究結
果は指導教員に認められ、研究成果を二つの認定
国際ジャーナルに掲載する機会さえも得ることが
できた。この貴重な業績により、私の名前は世界
地図に載っただけでなく、私の国ザンビアの名を
上げることもできた。

Paul Habasimbi
ABEイニシアティブの第3バッチ生として、足利大
学の工学研究科にて修士号を取得した。来日前は
Road Development Agency (RDA) 道路開発公社の
建設・リハビリテーション部で主幹エンジニアとし
てザンビアの北部を担当していた。

　ザンビアはまだ開発途上国であり、日本は先進
国である。したがって日本から多くのものを活用
することができる。例えば、私が日本から学んだ
BumpRecorder の技術はその一つであり、シン
プルなシステムであることからザンビアを含む多
くのアフリカ諸国に適用することができる。この
革新的な技術は、多くのアフリカ諸国に浸透する
大きな可能性を秘めている。また、日本のビジネ
ス文化においては従業員が転職することは滅多に
なく、生涯同じ会社に勤める。これはザンビアで
は稀なケースである。さらに、日本の名刺は日本
のビジネスエチケットである。名刺の交換は、間
違いなく日本のビジネス文化における基本的なプ
ロトコルである。最後に、服装と外見（身だしな
み）のマナーは、日本社会において非常に高い価
値を持っている。この種のビジネスエチケットは
ザンビアでは一般的ではない。それゆえ、日本で
出会った人々から得た多くの学びを活かし、私た
ちのサービスの質を高め、行動することができる
と私は確信している。

Zambia

TICAD VIIのビジネスフォーラム出展にあたり
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　日本はモダンなライフスタイル、美しい自然、
いにしえの文化遺産、そして丁寧、勤勉で細部に
まで細かな注意を払う人々が魅力的に融合されて
いることで有名だ。日本は先進国では世界第２位
の経済大国であり、GDP では第３位である。ハ
イテクや自動車など、大きな成功を収めたさまざ
まな産業分野が相互に関連し合い、日本全体が海
に浮かぶ工場のようなものだ。トヨタ、ホンダ、
日産、スズキ、マツダなど、世界の 10 大自動車
メーカーのうち６社が日本を本拠としている。ソ
ニー、パナソニック、日立、リコー、東芝など世
界の大手エレクトロニクス企業の多くも日本を拠
点としている。私は２年前に JICA のアフリカの
若者のための産業人材育成イニシアティブ（ABE
イニシアティブ）を通して来日し、このユニーク
な融合を日々体験し、文化面でも良い影響を及ぼ

す絶好の機会を得た。
　私は学部卒だったので、私のコミュニティ、私
の国、そして世界全体の向上に貢献するために必
要な分野を、大学院で研究することを目標に設定
した。ある程度十分な実務経験を積むと、体系的
な管理手法と明確なビジョンの欠如のために、多
くのリソースと才能が浪費されていることに気づ
くようになった。このため、私は経営学と経営管
理学の修士号を取得することにした。国際経営学
研究科で提供されるプログラムは私の目標達成に
最適だった。国際大学は、ダイナミックで多様な
学生とともに、日本の美しい田園地帯で世界クラ
スの MBA を学ぶ機会を提供してくれた。
　国際大学は日本の地方である南魚沼市にある。
地域社会との日々の交流を通して、真の手付かず
の日本の伝統文化に触れることができた。私は
自転車に乗ったり、長距離を散歩したりして、農
場、田園、そして周囲の山々へ出かけるのが好き
だった。景色は魅力的で、空気はとてもきれいな
ので、一瞬ごとに新鮮な気分を味わった。冬が来
ると、魅惑的な景観の中で全てがきれいな白に変
わった。南魚沼市は雪国と呼ばれているが、人々
の親切に温かさを感じることができる。
　この 2 年間、私は幸運にも日本のさまざまな場
所を訪問することができた。そして世界中から集
まった最高の人々と出会い、素晴らしいイベント
に参加した。南は美しく暖かい沖縄のビーチから
北は寒い札幌の街並みまでを旅行した。東は東京
の高層ビルから西は金沢の金箔まで、美しい関東
地方を抜けて行った。訪問した町や村には、それ
ぞれユニークな物語があった。
　京都では、伏見稲荷、清水寺、嵐山、金閣寺を
通して、日本文化の歴史といにしえの遺産につい
て学んだ。二条城の鶯張りには特に驚いた。廊下

異文化体験と
ネットワーク構築に励む
オマール・アワッド・エルバシャ・モハメッドアハメッド スーダン共和国

初めて着物を着た筆者
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に足を踏み入れると、床が軋み、美しい鳥の鳴き
声になるのだ。もともとは 1603 年に侵入者に対
する安全対策として作られたものだという。
　ファットマン（２番目の原子爆弾）が投下され、
ほとんどが民間人である約 15 万人もの日本人が
死傷した長崎を訪問した際は、深い悲しみを覚え
た。そして市がゼロから再建に向けて示した復活
力と力強さを学んだ。
　名古屋ではトヨタ物語に代表される第二次世界
大戦後の日本経済の奇跡的な復興を学んだ。日本
の経営で活用されている手法と哲学を調べ、トヨ
タウェイの 14 の原則、５つの S、カイゼン、根回し、
現地現物について学んだ。
　日本滞在期間を通して、できるだけ多くの社会
的、学術的活動に参加するよう努めた。そして、
有益で強固な関係を築くためには、相互信頼の基
盤を構築することが不可欠であると認識した。近
い将来に日本のみならず世界中で、組織の意思決
定者に成長するであろう人々と混ざり合い、グルー
プを組むことができた。私は真のグローバルネッ
トワークの構築を始めた。各種イベント、ビジネ

Omer Awad Elbasha Mohammedahmed
ABEイニシアティブの研修員（第4バッチ）として、
国際大学で修士号を取得（国際経営学研究科）。来
日前はスーダンに本拠を置く国営石油会社、The 
Sudan National Petroleum Corporationで勤務。

スコンペ、懇親会、ボランティア活動など、ビジ
ネスとソーシャルネットワークを拡大するための
機会を逃さないようにした。インターンシップ期
間中には、クラスメート、地域社会、同僚と良好
な関係を築くことができた。私はいわば親善大使
として、私自身、私の家族、私の国と人々を紹介
する一方、ビジネスやソーシャルネットワークを
拡大し、またあらゆる機会を利用しながら人々と
のチャンネルを広げた。この異文化経験により、
多様な文化的背景を持つ人たちと共通の目的を達
成する能力を向上することができた。これは今日
の競争の激しいグローバルマーケットにおける重
要なスキルだ。授業ではアイデアを実施可能な計
画や戦略に落とし込む方法を学んだ。自分の意思
決定スキルを高め、私の組織とコミュニティの向
上に大きく貢献する目的で学んだビジネスデータ
分析と管理ノウハウを活用する準備ができている。
私はこれが最終的に国の経済を復活させ、スーダ
ン人の福祉向上につながると確信している。
　私の日本滞在は、段違いな、忘れ難い、やりが
いのある、目を見張る、視野を変える、そして一
生涯にわたる経験となった。日本人がゼロから何
度も国を築き上げることができた秘訣である実地
経験も日々の習慣として実践した。現代の変化と
技術の進歩を経験しつつ、日本人がどのようにし
て伝統的な文化価値を維持することができたのか
も理解した。アフリカの偉大な指導者、ネルソン・
マンデラ氏はかつて「教育とは、世界を変えるた
めに用いることのできる、最も強力な武器であ
る」、「世界を、そこで暮らす全ての人々にとって
より良い場所にできるかどうかは、あなた方次第
だ」と述べた。日本での経験を通して、マンデラ
氏の言葉を目標とし達成に近づくことができたと
確信している。

Sudan

国際大学正門で、スーダンの伝統的衣裳をまとって
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　私は西アフリカのセネガル出身で、ABE イニ
シアティブの一環として、現在、仙台にあるラネッ
クス社でインターンシップを体験中である。日本
滞在について寄稿する機会をいただき、望外の喜
びである。 
　今をさかのぼること 7 年。2012 年に私は幸運に
も、JICA 横浜での短期研修に参加するため訪日
した。この偉大な国のさまざまなことに魅了され
た。日本では、勤勉が文化であり、日々の生活は
安全であり、科学技術は超一流である。加えて、
文化の多様性、季節の変化、生活の質の高さおよ
びそのほかの観点から、日本がユニークであるこ
とに気づいた。これらに私の関心は集中し、これ
が全ての原点である。これに尽きる。
　2015 年より以前に、私は偶然に JICA のウエブ
サイトで、アフリカの若者のための産業人材育成
イニシアティブ（ABE イニシアティブ）という
プログラムを見つけた。若いアフリカ人に日本で
の勉学の機会をあたえるプログラムである。私は
このサイトから目が離せなくなった。なぜなら著

名な大学で勉強すること、また日本を再訪して日
本文化と日本社会について学びたいという大きな
望みが私にはあったからだ。
　セネガルの職業訓練省に勤務しつつ勉学の機会
を探していた私の眼前に、ABE イニシアティブ
がまさにその時、飛び込んできたのである。
　その夢の実現のため、私は ABE イニシアティ
ブに応募し、全ての選考ステップを首尾よく通過
することができた。今でも、宮城大学から選考結
果通知をもらった日のことをよく覚えている。そ
の時、私の人生はすっかり変わったのだ。これは、
以前からずっと切望していた自分自身への挑戦で
もあり、私にとって学びと革新は命と同じくらい
大事なのである。
　2 度目の訪日はいつまでも記憶に残る驚くべき
ものでもある。2016 年 8 月に日本に到着し、仙台
に移動するまでの 2 週間は JICA 東京に滞在した。
ここでの疑問は、何が私を仙台の宮城大学に駆り
立てたのかということである。
　留学は道理にかなった決定であるべきで、自問
自答することが正しい決定へと導く。「どこに行く
のか？」、「何を勉強するのか？」、「どうやってコ
ミュニケーションをとるのか？」、さらには「何を
食べるのか？」等である。私が仙台を選んだのに
はたくさんの理由がある。日本滞在の経験から、
東北に位置する仙台が美しい都市であること、「杜
の都・仙台」として知られていること、歴史的建
造物が多いこと、人々の心が温かいこと、学究都
市であり大学や研究所が多いこと等を知っていた
からである。また、東北地方は冬は厳しいが、仙
台は最先端技術開発に適した地であることも理由
である。
　宮城大学は、質の高い教育と研究を誇っている
東北地方の公立大学の一つである。宮城大学大学

美しき杜の都・仙台で
優秀な研究者と邂逅し、日本文化に触れる
ブバカール・ソウ セネガル共和国

宮城大学卒業式でのスピーチ
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院では、私の卒業後の人生を後押ししてくれるコ
ンピューターサイエンスと AI の分野において多
くの技量を習得できた。喜び、知識、実践とチャ
レンジの忘れがたい日々であった。修士課程は、
学部の専門家の先生方による授業とともに、圧倒
されるような素晴らしい学問的環境のなかでの学
びの機会を提供してくれた。親しみやすい環境で
親切にしていただき、宮城大学に到着した時、私
の希望はかなえられたと信じている。来日前の期
待をはるかに超え感謝の気持ちでいっぱいである。
　日本での勉学は私の人生において大変に印象深
いものである。それにより私の成功への道は切り
開かれた。私は修士号の取得のみならず、私の世
界観を変えた日本社会への理解を深めることがで
きた。さまざまな文化活動に参画して、東日本大
震災の被災地を訪問し、地方の祭り等を見学した。
震災と福島第一原子力発電所事故の被災者による
復興への努力には頭が下がる思いである。
　仙台に住んで素晴らしい発見をした。旬のおい
しい食べ物、夏と冬の祭りを楽しんだことである。
仙台では、季節によって気候が変化するのみなら
ず、人々の日常生活が移り変わっていく。春には、
仙台市内の有名な桜の名所や公園を巡った。夏に
は、日本人や外国人の友だちと一緒に「仙台七夕

Boubacar Sow
第3バッチのABEイニシアティブ生として宮城大
学の事業構想学研究科の修士号を取得。来日前は、
セネガルでコンピューター科学の教師をしていた。

まつり」や「定禅寺ストリートジャズフェスティ
バル」に出かけ、何時間もすごした。仙台の夏は
最高だと思う。
　他にも、いくつかの地域活動に参加し、若い人
たちにフランス語を教えたり、アフリカ文化を紹
介したりした。私はドラム演奏はうまくないが　

「桜ヶ丘7丁目」の高齢者の方々は、私が地域の色々
なイベントに参加するのを本当に喜んでくれた。
　最後に、読者に日本で勉強できたことは私の名誉
であることを申し上げたい。研修員として日本に滞
在できたおかげで、世界的なレベルの教育を受け、
日本のエキゾチックな文化を発見し、さまざまな
学問領域の優秀な研究者との出会いがあった。

Senegal

夏期インターンシップで茶道を体験

東松島市野蒜の地域の人々
にセネガルを紹介してい
る様子
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　生まれ育った母国を離れ、外国で新たな生活を
始めることは、多くの人々にとってそう簡単なこ
とではない。不慣れな気候や時差への適応から始
まり、新しい文化、言語、法律などを学び理解す
るまでに時間を要する。母国の愛する人たちへの
想いを忘れず、新しい国で新しい人々や友人を受
け入れなければならない。日本で体験するのは、
日本の文化だけではなく、国際社会でもあり、そ
れはむしろ日本ではないその他の国を体験するよ
うでもある。興奮、喜び、悲しみ、そして驚きな
ど本当に複雑な感情で満たされるが、時に、それ
ら全てを一日で体験することもある。
　私が日本で新しい学業生活を始めたとき、例に
もれず同じような状況にさらされた！　私は外国
に来るのは初めてではなかったが、それまで得た
ことのないさまざまな経験と感情が混ざり合い、
それは本当に素晴らしい人生の瞬間であった。日
本の文化やライフスタイルは、これまでに訪れた
国とも、もちろん私の国とも、全く違っていた。
私は日本でも国際的なコミュニティの中で暮らし
ていたわけだが、日本の文化や生活様式、また規
範はやはり優勢であり、日々それらを経験せざる
を得なかった。想像してみてほしい。電車やバス
を待つために列に並び、「KONBINI（コンビニ）」
に入れば必ず「IRASSHAIMASE（いらっしゃい
ませ）」というフレーズが聞こえてきて、何かを
買うためにまた列に並ぶ。それは私にとって全く
新しく素晴らしい経験であった。
　ライフスタイルや経済を牽引するインフラ開発
や技術は、もはや日本の文化とも環境とも言える。
それらは私の国であるタンザニアとは大きく異な
るが、私はたまたまそれらを愛し、容易に受け入
れることができた。それができた大きな理由の一
つは、私が多くの規範や日本の生活様式に感銘を

受け、共感できたからである。日本では法律を尊重
し、「他人を第一に考える」という文化がある。例
えば、「今はまだ買わない人がいるのも分かる」と
いう言葉は、つまり、誰かの気持ちを傷つけたく
ないがために、「いいえ」とはっきり言うことを躊
躇している表現である。また、落ちている財布や電
話を見ても、持っていかない。「そのままにしてお
けば、その人はそれを探すために戻ってくるだろ
う」「それが見つからなければ、その人はさぞ苦し
むだろう」という心配を皆がするからである。あ
るいはゴミを分別して捨てる前にまず容器につい
た残り物やゴミをきれいにしてから捨てる。それ
は収集業者にとってゴミの処理が厄介にならない
ようにという配慮の表れからである。バスや電車
の中では、年配の人や障がいのある人に席を譲る。
電車やアパートの中では騒音を出さない。自分よ
り先に来た人がいれば、列に並んで待つ。これら
がつまり、「他人を第一に考える」ということである。
私は、これは世界が全ての人々にとってより良い
場所になるために必要な人間的価値の一つである
と考える。非常に先進的な国々でさえ、これらを
維持することは容易ではないが、私はこれらを日
本で見つけることができ、本当に感動した。私は
日本の文化やライフスタイルについて多くのこと
を述べることができる。なぜならそれは私の心を
動かしたからであり、権威や宗教による強い力が
なくても、日本人がいかに多くの人間的価値を維
持できているかを認めさせるものだからである。

日本での生活—
それは生涯にわたる学習のよう
ジェームズ・エリカナ・ンマリ タンザニア連合共和国

学位取得後のインター
ンシップ。新しいアプリ
の機能や開発方法につ
いて同僚と議論。左から
順に、筆者、カンベさん、
タイチさん
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　この世に誰一人として完璧な者はおらず、多様
性により私たちは生き生きと生かされていること
は明らかである。日本における唯一の失望は社会
生活の中にあった。それはタンザニア文化と日
本文化との違いによるものであった。私たちタ
ンザニア人にとって「あいさつ」は重要なこと
で、たとえ見知らぬ人にでも、私たちは近くの人
に「habari ？」「Mambo ？」（どちらも「こんに
ちは」の意味）と言わずに通りを渡ることができ
ない。私がそれを日本でしたときに、相手が近所
の人であっても、日本語で挨拶をしても、奇妙な
表情をされて私はショックを受けた。それは日本
人にとって普通ではなかったのだ。彼らから返事
を得るようになるまで数カ月がかかった。この点
においては、日本での社会生活は少々困難であっ
た。たとえ私たちが親睦のためのイベントと呼ん
でいるものでも、日本では形式ばった準備が必要
であった。なんだかちょっとおかしい気もしたが、
でもそれが現実。もちろん私はそんな瞬間も楽し
んでいたし、そこで生涯の友を得ることもできた。
　学業生活については、日本で「開発のための
ICT」を専門にする大学で勉強することができた
ことは、恵まれていたし、誇りに思う。それほど
大きな大学ではなかったが、神戸情報大学院大学

James Elikana Mmari
ABEイニシアティブの研修員（第2バッチ）として、
神戸情報大学院大学で情報システム専攻の修士号
を取得。タンザニア帰国後は、アルーシャ専門学校
にて助講師を務める傍ら、エトヴェシュ・ロラーン
ド大学（ハンガリー）の博士課程に在籍している。

が掲げた理念や目的は、私たち開発途上国の多く
が必要としているものに合致しており、大きな役
割を果たしている。私は、自身の生活や自分たち
の国に変化をもたらす素晴らしい研究プロジェク
トを作り上げた数多くの学生たちを見てきた。私
もそのような学生の一人だが、これらの研究プロ
ジェクトがいかに母国の役に立つものであり、こ
の奨学金プログラムの目的にかなうものであるか
を私ははっきり見て取ることができる。日本にい
ながらにしてより多くの母国の課題を考える機会
を与えられたことは非常に有益であった。日本人
がどのようにこれらの課題を克服することができ
たかを知り、自国にどのように応用することがで
きるかを学ぶことができる。自国のニーズに合わ
せ、解決方法をどのようにカスタマイズできるか
を考えることは、私にとって非常に素晴らしい経
験であり、私のキャリア、職業および学業生活に
大きな影響を与えた。
　日本での生活そのものが、生涯にわたる学習プ
ロセスのようであり、アイデアの開発、人間中心
のデザイン、課題解決型研究の文化という点にお
いて、より積極的な考え方を私に与えてくれた。
ひいては、それが、母国の地域社会に大きな影響
を与えるものとなり、私と日本をつなげ続けてく
れるものであることを願う。

Tanzania

神戸情報大学院大学を中心とした企画により、私たち
留学生は「インフィオラータこうべ」（神戸市の春の風物
詩として知られる花の祭典）に参加し、神戸市とアフリ
カの関わりをPRする機会となった。写真の中のアフリ
カ人は全員ABEイニシアティブ研修員で、右から順に、
Antonioさん、 Christaさん、筆者、そして少し離れて立っ
ている男性がGilbertoさん

大学院生活の外でも、私たちは日本人との交
友関係に恵まれ、笑い溢れる時間を過ごした。
写真は、筆者とGregoryさんが、シロウさんを
はじめとする日本の友人と行った焼肉パー
ティーの様子
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　研究のためならびに新しい文化を学ぶために日
本へ来るという決心をしたことは大変良かった。
私の日本体験はまず、ヤウンデにある日本大使館
でのビザ取得手続きで始まった。この手続きをす
る中で私が驚いたのは、同行してくれた JICA の担
当者が大使館のビザ係に挨拶するのに何度も頭を
下げてお辞儀をするのを見たことである。わが国
ではこのような挨拶の仕方はしない。わが国では
挨拶するのに頭を下げることはしないで握手する。
　成田空港に到着した際に大変驚いたことは入国
手続きをやっている間に（はやくも）居住カード
が手渡されたことである。わが国での通常の手続
きではまず入国手続きを済ませた上で居住カード
申請のため日を改めて入管へ出向くことになって
いる。カード発給が可能となるのはその後のこと
である。
　空港からホテルへ到着。われわれのホテルは新
宿駅近くのホテルサンルートである。この駅は毎
日平均 350 万人の乗客が乗降するとのことである
が、驚くべき人数である。なぜなら、この人数は
わが国総人口の 4 分の 3 に相当するからである。

（「わが国人口の 4 分の 3 があそこを往来する」と

私は頭の中で独り言を言った）
　日本到着のその晩、私と友人たちは吉野家とい
う日本食レストランで食事をした。そしてそこで
われわれは日本で食事に使われている「箸」を初
体験した。椀に入ったライスを箸で食べなければ
ならないのだが、興味深くもあるが扱いが難しい
ものであった。われわれは箸では食べることがで
きず、代わりにスプーンを出してもらうようお願
いした。
　東京で数日を過ごした後、最終目的地である国
際大学へ向かった。われわれは皆早く大学を見た
いと気がはやっていたのだが、大学の所在地は（東
京ではなく）新潟県の一都市である南魚沼である
と知らされていた。南魚沼の住民の大多数は農業
従事者であり大学は山と稲田に囲まれているとの
ことであった。われわれは大学が大都市にあるも
のと考えていたので少々落胆した。
　しかし、しばらく時がたつうちに当初嫌がった
大学周辺の環境は季節に応じた変化もあり、眺め
がよく日本の中でもとても美しいものの一つであ
ることが分かった。例えば春は桜があり、冬は冬
で最も美しい。私にとっては冬が最高と言いたい。
なぜなら時には気温が零下 3 度にも下がるにして
も、全てが真っ白となり素晴らしい。熱帯の国か
ら来た人間にとっては厳しい寒さではあったが、
私は友人たちとスノーボーディングができたので
冬が好きだった。そして、毎朝寝室の窓から美し
い山の景色をうっとりと眺めた。	
　研究については、日本での経験はユニークなも
のであった。大学は適切な研究環境を提供するた
めのインフラを備えている。例えば図書館では私
の研究コースに関する全ての書籍にアクセスでき、
研究室は友人・同僚が居るところであり会合を持
つこともできる、体育室では運動をして体調を整

私の日本（日出づる国）体験

カール・アダムス・コパテイ・バリ 中央アフリカ共和国

国際大学卒業式
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えることができる。総体的に言えば、教育システ
ムはよく整備されている。また、大学は学生の研
究活動のフォローアップ体制を作っており各学生
ごとにスーパーバイザーがいる。スーパーバイザー
は定期的に学生と打ち合わせの機会を持ち、助言
し研究活動に方向性を与える。私にとってはこの
ようなやり方で教育されたのは初めての経験で
あったが、私の研究にとって大いに有益であった。
私が受講したコースはあたかも経験を交流し合い
新たな能力を獲得する場でもあったと思う。なぜ
なら、学生のほとんどは異なる経験を持ったプロ
フェッショナルだからである。そしてこのような
多様性を享受できるのはこの大学だからこそとい
える。

Carl Adams Kopati Gbali
ABEイニシアティブの研修員（第4バッチ）とし
て、国際大学で修士号を取得（国際経営学研究科）。
前職は中央アフリカにあるTelecommunication 
Regulatory Agencyで勤務。

　研究以外に、私は旅行もした。私は 17 カ所以
上の都市を訪問し、いくつもの寺を訪ねた（金閣
寺を含む）。しかしながら中でも私が好きな場所
は南魚沼である。裸祭り、コシヒカリのご飯等お
いしい料理の数々、八色スイカ、日本酒、児童生
徒との交流活動など忘れがたい思い出である。
　日本文化が日本の発展の基礎にある。私は、滞
在期間中にこの日本文化のうちのある要素として
謙遜、時間遵守、規則遵守、働き方などといった
点に気付いた。
　最後に、日本滞在は私にとって職業生活におい
ても個人生活においても成長する上で役に立った
ことを付言しておきたい。

Central African 
Republic

IUJ SKI DAY。八海山麓スキーリゾートにて

京都の金閣寺にて
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　私はチュニジアから来たウセマで、北海道大学
の学生だ。日本滞在は２年弱を迎え、いろいろな
経験をした。私の日本滞在について、そしていか
に滞在を楽しんでいるかについて、話したいこと
がたくさんある。
　日本で特別なことは季節ごとに独自の色と趣が
あること。私が来日した時は秋だったので、木々
の葉が赤くなる紅葉を楽しむことができた。広大
で美しいキャンパスに恵まれ、勉強しながら景観
を楽しめる。キャンパス内にイチョウ並木と呼ば
れる有名な通りがあり、そこでは葉が美しい黄金
色に変わる。
　冬が到来したとき、私は少し興奮すると同時に
心配にもなった。ここの冬はとても長くてとても
寒く、何カ月にもわたり、毎日１メートルもの雪
を見る準備はできていなかった。当初、私はアパー
トと大学を往復するだけで冬を過ごすと思ってい
た。冬になってもわずかに寒いだけで雪が降るの
はまれである地中海の国から来たので、そのよう
な発想になったのだ。幸いにも予想は外れた。地
域全体が雪に覆われ、とてものどかで静寂な雰囲
気が広がった。冬の間はたこ焼きパーティー、巻
き寿司パーティー、他の交流パーティーなどの屋
内イベントがたくさんあり、クリスマスシーズン
には、ホワイトイルミネーションと呼ばれるイベ
ントがあった。
　世界中の多くの国々と同じように、日本では新
年を正月という特別な儀式で迎える。大抵の日本
人は家族の幸運と健康を祈るために、大晦日に神
社に行く。大晦日、私は近くの神社に行き、鐘を
鳴らして将来に対するお祈りをした。非常に寒い
夜だったが、幸い、神社の中で何人かの神主さん
が甘酒と呼ばれる温かい飲み物を配っていた。甘
酸っぱく、オレンジピールパウダーで風味付けら

れていた。１月下旬には北海道大学のボランティ
アサークルに参加し、小学生や地元の人々と一緒
に餅つきイベントに参加した。伝統的な道具を使っ
て餅つきをし、豆の甘いペーストである「あんこ」、
大豆粉の「きなこ」、そして胡麻ペーストで味付け
をした。お雑煮（お餅と野菜の入ったスープでお
正月料理）を食べ、子供たちと食事を楽しんだ。
　毎年２月には、日本最大の雪祭りであるさっぽ
ろ雪まつりが開催され、高さ数メートルにも及ぶ
美しい雪像を観ることができる。その後、氷祭り
や花火も楽しめる支笏湖を訪れる機会があった
が、とても寒くて写真をあまり撮ることができな
かった。
　春休みは２月末から始まったが、札幌はまだ冬
だったので道外へ旅行することにした。来日前は、
京都へ旅行して美しい神社と日本の古都を楽しむ
ことを常に考えていた。でも、私は北大で唯一の
チュニジア人学生だったため、家族や友人が恋し
くなっていた。それで関西に行く前に東京と名古
屋にいるチュニジア人の友人を訪ねなくてはと考
えた。最初に東京へ行き、流行の先端である原宿、

巡る季節と、私の冒険

ウセマ・ベン・ラビハ チュニジア共和国

小樽観光
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銀座、新宿などを訪問し、お台場や横浜港周辺の
景色を楽しんだ。それから名古屋に移動し、名古
屋城、熱田神社、大須観音を訪問した。友だちと
も一緒に楽しい時間を過ごし、気候は暖かく良好
だった。
　その後、関西へ向けて旅行を続け、まずは憧れ
の地である京都に行った。訪問先の記録は長いリ
ストになっているが、私のお気に入りは祇園地区、
伏見稲荷と金閣寺だった。私が京都に着いたのは
花見の時期で、桜のピンクがいたる所にあふれて
いた。次に大阪を訪問し、日本人の友人の案内で、
大阪城や道頓堀などいろいろな場所に行った。奈
良では有名な奈良公園や大仏がある東大寺などへ
行った。神戸で神戸港の夜景を堪能して旅行は終
わった。
　しばらくして北海道に春が訪れ、雪が解け始
め、桜が咲いた。 ５月上旬にはゴールデンウイー
クと呼ばれる１週間の休暇があり、なんと北海道

Oussama  Ben Rabiha
自国で修士課程修了後すぐにABEイニシアティブ
のプログラムに参加（第4バッチ）。現在、北海道大学
大学院工学院で修士課程に在籍している。

ではゴールデンウイークと桜を同時に楽し
むことができるのだ。さらに、北海道では
春の景観を楽しみながらバーベキューパー
ティーをする習慣がある。
　札幌滞在中には新陽高校を訪問し、チュ
ニジアについて紹介する機会があったり、
市立幌北小学校を訪ね、子供たちと交流し、
日本の教育制度について学んだ。さらに子
供たちと学校給食を食べたりと、とても素
晴らしい経験ができた。
　私にとって最高の季節である夏にやっと
なった。日本の夏はお祭り気分満載だ。た
くさんのフェスティバル、たくさんの楽し
み、そしてたくさんの発見がある。北海道
神宮例祭、YOSAKOI ソーラン祭り、阿波

おどり大会、お盆などを楽しんだ。お祭りのスピ
リチュアルな雰囲気は江戸時代を彷彿とさせる。
北海道の夏は涼しく、美しい自然に囲まれていて、
花火大会やキャンプに触れずに夏を語ることはで
きない。キャンプは必要不可欠とさえ言える。幸
い、私は安平町で研究室の仲間とキャンプを経験
でき、楽しい時間を過ごし、バーベキューもした。
　私の冒険はまだ終わっていない。発見し学ぶべ
きことがたくさん残っているので、自分の研究と
将来の仕事に最善を尽くす覚悟なのだ。

Tunisia

つどーむ（札幌）にて雪を楽しむ

北海道庁旧本庁舎前にて
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　日本は豊かな文化遺産と最先端技術に恵まれた
国だ。とても清潔で健康的な環境があり、美しい
山と緑に囲まれた地形が広がっている。そして忘
れてはならないこと、それは日本人がおそらく世
界で最も親切な人々であるということである。私
は新潟県の浦佐という小さな田舎で学生生活を送
る機会を得た。留学プログラムが 1 年を過ぎた頃、
私は自分の人生において、「情熱を生きる」とい
うことを誓った。その、私の「情熱」とは、「い
つも人に良い影響を与えること」である。もちろ
ん、世界は広く自分ひとりでは何も変えることは
できないが、平和で平等な世界を確実にするため、

「誰かのために貢献することを続けていきたい」
という決意である。
　ABE イニシアティブのプログラムは、アフリ

カの若手人材を育成する事業であるだけでなく、
日本のアフリカへの友好の証でもあると思う。
ABE イニシアティブの研修員として、アフリカ
諸国はこの事業を有効に活用していると感じてい
る。日本はアフリカから私たちの友として見られ
るべきである。必要な時にそばにいる友こそが本
当の友なのだから。
　昨年、西日本で発生した豪雨により 200 名以上
の死者や甚大な被害があったが、犠牲者だけでな
く、犠牲者のご友人や日本のファンにとっても想
像を絶する苦痛と不安をもたらしたのではないか
と思う。この機会を通じ、日本政府、犠牲者の方々、
救済に取り組んだ日本人の方々に遺憾の意を表し
たい。私は、被災地である広島県安芸郡坂町の小
屋浦という地域で、若い男女から 60 歳以上の老

人類に対する私の情熱
広島の経験
オケチュクウ・イグナティウス・エゼ ナイジェリア連邦共和国

JICA・パデコ主催のアフリカ・ビジネス・スタートアップ・ワークショップ参加の折に、JICA東京センターにて。
筆者を含む5名の学生チームは、ケニアのEmeka Variciuos氏（ABEイニシアティブ3バッチ生）作成の企画書
が功を奏し、優れた成果を収めた
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人までさまざまなバックグラウンドのボランティ
アの方々と一緒にボランティア活動をした。これ
は、ひとりの人間としていかに人によい影響を与
えることができるのかということを学ぶのに非常
によい経験であった。私は彼らと共に活動しなが
ら、強いコミュニティ精神を感じ、彼らの人間性
や忍耐力の強さに感銘を受けた。活動の場は互い
を敬う平和的な環境であった。私はこの活動で、
よきひとりの人間として皆で力を合わせて試練を
乗り越える方法を学んだのであった。
　私はこれから、日本の「謙虚・忍耐・勤勉」と
いう精神に感謝するとともに、どこへ行ってもこ
の精神を伝え続けるつもりである。この精神をい
つも心に抱いて、ナイジェリアの農村部の人々の
生活改善に向けて努力していきたい。彼らのほと

Okechukwu Ignatius Eze
ABEイニシアティブの研修員（第4バッチ）として、
国際大学で修士号を取得（国際関係学研究科）。前職
はナイジェリアにある、ホンダ・マニュファクチュ
アリング・ナイジェリアで勤務。

んどが想像を絶する生活環境にさらされているの
だ。ありがとう、日本。

Nigeria

小屋浦地区でのボランティアの際に撮影。他のボランティアや地元の方々とともに、86歳の女性が住む浸水し
た家屋にて土砂のかき出しを行った

一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構にて。同機構での夏
季インターンシップでは、コンピューターによる地図作成や地表
分析のツールであるGISとリモートセンシングの活用を学んだ
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　日出づる国、日本への旅行は私の夢だった。マ
ダガスカルの人にとって日本に行くことは月に行
くようなものだ。何が起こるか思い巡らし胸が一
杯になる未知なる冒険で、高い期待を抱く。日本
はテクノロジーの国、未来志向の国。来日以来、
日本は私を驚かせ続けている。現代と伝統が調和
し共生するパラドックスの国だと思う。そして、
このパラドックスが日本の本当の美しさなのだ。
　最初のパラドックスは都市の景観や光景だっ
た。東京や大阪のような大都市での高層ビルやイ
ルミネーション、そして忙しそうな生活を見る
と、目まいが起こった。生活のペースがとても速
く、人は通りを早足で闊歩し、電車は毎分発着す
る。商業施設は人でいっぱいで、お店は街の 隅々
にまである。人はいつも電話を操っている。まる
で休憩時間がないように思える。全てがコンスタ
ントに動き続けていなければならないのだ。私は
マダガスカルの首都アンタナナリボで育ったが、

高層ビルやイルミ
ネーションはあま
りない。そこは他
の首都と同様、マ
ダガスカル島では
最も混沌としてい
て、人々は乱雑に
路上を歩き、多く
の人が路上で物を
売り、交通は混雑
している。これが
いつもの光景なの
だ。 し か し、 東 京
と比較すると、安
全と秩序は存在し
ないも同然だ。日

本は人々を統制することに成功した。法律が有効
に働き、公的機関が権限を持っている。熟考して
みたが、こうした快適な生活の秘訣は日本の教育
にあると思われる。公民教育は大都市で秩序を維
持するために不可欠なのだ。開発途上国の政府は
その事実を認識し、教育と公的運営機関を確立し
て優先付けできるよう、実践的なアプローチをす
る必要がある。
　その後、南魚沼にある大学へ移った。都会とは
非常に対照的だった。国際大学は水田に囲まれた
田舎にある。静かな場所では違った光景が広がっ
ていた。建物はなく、山だけ。イルミネーション
ではなく、あるのは色が移ろう景観だ。秋はオレ
ンジと黄色、冬は白、春はピンク、そして夏は緑。
神社や公園はいたるところにあり、川と滝が主な
見所だ。火渡り神事や裸押合大祭などの伝統的な
お祭りは日本本来の伝統文化を理解する有効な手
段だ。お酒とふっくらしたお米は日本の真の味と
言える。この都会と田舎のコントラストは、新幹
線でわずか１時間 30 分の距離で起こっているの
だ。たった１時間 30 分で喧騒の地から閑静な地
に移動できるということだ。尋常ではないと思う
のだが、このことが日本が美しさを維持する一方
で世界の経済的リーダーの地位を築いた事実を示
している。そしてこれは全ての開発途上国が見習
うべき事だ。私たちは独自性と価値観を開発追求
の狭間で失ってはいけないのだ。
　私が遭遇した二つ目のパラドックスは、人と文
化についてだった。来日初日に都内を動き回って
いると、通りにいる人たちのいかめしい顔つきに
気づいた。みんなが一様に無表情で歩いている姿
を見るのは非常に怖いもので、私が予想していた
日本のイメージとはかけ離れていた。メディアの
影響で日本人はユニークな髪型とファッションで

日本のパラドックスに学ぶ

メヴァ・ワンダ・ランドリアマナリナ マダガスカル共和国

国際大学の桜並木をバックに。うお
ぬま国際交流協会（UMEX）のサポー
トにより、素敵な赤い着物と可愛い
傘をセットで身に着け、歩きづらかっ
たが素晴らしい経験であった
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着飾った人々というイメージを持っていた。公共
交通機関は少し混沌としていると想像し、人々は
忙しく、急いでいて、駅の中ではお互いを押し合
い、サラリーマンは電話で大声を出して話してい
ると思っていた。
　しかし、驚いたことに私の想像とは違っていた。
全てが一定の順序と規則に従っているようだっ
た。ドアの前に整列し、乗車前に降車する人を優
先するという規則は尊重文化のほんの一例だ。奇
妙だが左側通行という規則は混雑回避に有効だっ
た。繰り返しになるが、教育が要なのだ。日本人
は若い時から他者や公共空間に対して敬意を払う
よう教えられている。彼らの謙虚さやおもてなし
といった価値観を私は称賛する。私は学校訪問の
時に謙虚さやおもてなしを目の当たりにした。私
たちが教室に入る際、子供たちは好奇心を抑えて
整列して静かに待っていた。彼らは敬意を示しな
がら好奇心を満たすための質問をしてきた。衝撃
的で素晴らしい瞬間が訪れたのは、生徒が自分た
ちで学校を掃除したのを見た時だった。これは世
界中の全ての教育システムで採用されるべきだと
思った。活動する場所を清潔に保つことにより、
その場所を尊重する気持ちが生まれる。そして、
快適で便利な生活は全ての人の責任の上に成り
立っていることに気づくのだ。
　課外活動に参加していると、私の最初の印象が
どれほど間違っていたか、そしてメディアはいか
に全体像のたった一面しか報道していなかったの
かを実感させてくれる日本人にいつも出会った。
私の行くあらゆる場所で、親切な人たちとの出会
いがある。たとえ英語を話さなくても地元の人た
ちは助けを差し伸べてくれる。私は日本人も自分
も同じであると気づいた。身体的風貌と育った環
境が違うだけなのだ。日本語能力が限られていて

Meva Wanda Randriamanarina
ABEイニシアティブの研修員（第4バッチ）として、
国際大学で修士号を取得（国際経営学研究科）。前職
はマダガスカルにあるMaika Assistanceでエグゼ
クティブアシスタントとして勤務。

も、日本人とのコミュニケーションは可能だった
ので、言葉は障壁とはならない。難しいが不可能
ではなかったのだ。
　日本滞在を通して、他の文化に対してよりオー
プンな心を持つようになった。大学にいる間、私
のマインドセットは強化された。国際大学には
100 を超える国籍の人々が集まっている。この多
様性に触れることにより、全ての文化に、より興
味を持つようになった。日々、受容と忍耐を学び
続けるのだ。全ての会話が、あたかも新しい国へ
の旅のように感じる。一見では誰もが違うように
見えるが、しばらくすると、全ての人の中に類似
性を見いだすことだろう。私たちはみんな同じ夢
を持った同じ人間なのだ。
　２年近くの日本滞在の終盤だが、学術面のみなら
ず、自己啓発においても多大な収穫があった。日本
の文化に没頭することでビジネス文化の理解が容
易になる。アフリカと日本の間で有望なベンチャー
を立ち上げるプロセスは、双方にとってさほど複
雑ではないと考える。日本へ進出を望む全ての若
いアフリカ人リーダーが、このプログラムを通し
て実践経験を積むことができるよう願っている。

Madagascar

山々に雪が残るなかで花が咲き始める、春のキャンパ
スの風景。このような環境で2年間過ごしていると、ビ
ルが立ち並ぶ東京がわずか90分の距離にあることを
忘れてしまう感覚になる
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　日本でのほぼ 3 年にわたる滞在は、さまざまな
面で私にとって素晴らしい経験であった。日本で
私をとりまいていた環境は、一つの国があらゆる
分野において他国よりすぐれた発展を遂げるとい
う実践例となりうる。日本は、私の出身国のマダ
ガスカルの全分野においての発展モデルであると
思う。これについて、私の日本での経験を踏まえ、
マダガスカルと日本との違いについて記述し、母
国の今後の発展のための提案をする。

社会的観点
　日本が、技術、インフラおよび経済等の面から
世界有数の先進国であることは周知の事実であ
る。私はその要因が、緻密に構成されている日本
社会にあることに気づいた。他者への敬意と規律
は日本人の確固とした指針であり、それゆえに日
本人は安全で調和のとれた社会での暮らしを謳歌
している。加えて、日本の人々は、高度で良質な
教育制度を享受している。私は、発展は魔法では

なく、合理的なものであり、人々の努力の結果で
もあり、愛する国のために懸命に働くリーダーた
ちが目指す共通のビジョンと目的によって達成で
きるものと信じている。日本人は日常生活のなか
で、団結心、仕事への敬意、他者への敬意、自然
と環境への敬意、公共施設およびその他全ての周
辺物への敬意を、私物か公共物かにかかわらず驚
くほど清潔に保つことによって表している。品質
の高い品物やサービスを提供することは、日本企
業・組織にとっては普通のことである。この社会
背景は、この特別な国である日本において、発展
への強い基盤であり、ライフスタイルになってい
る。その結果、いくつかの分野における発展およ
び持続的な計画は日本では比較的簡単である。日
本では誰もが自国の幸福に対して責任感をもって
いる。こうして発展のための計画は実行され、持
続するのである。
　それと比較してマダガスカルでは、社会構造基
盤がまだ十分に確立していない。教育レベルが低

帯広畜産大学の卒業式にて 日之出産業株式会社の実験室にて パークゴルフの大会にて（北海道幕別町）
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団結は力なり
日本をモデルにマダガスカルの更なる発展に
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く、識字率も低い。このことが社会不安を引き起
こし、不安感が増大し、人々はいっそう不安にな
る。投資家は投資損失の確率が高いため、投資を
ためらい、悪循環の状況となる。マダガスカルを
この惨めな状況から助け出すための解決策はます
ます難しくなる。しかしながら、マダガスカルの
開発促進の可能性は高い。そのために、マダガス
カルのリーダーと国民は共通のビジョンと目的を
設定する必要がある。私はマダガスカルが、日本
をモデル国家として、確固とした構造の社会を構
築することにより、持続可能な発展のための強力
な柱となる社会基盤を構築すると確信している。
　日本は、社会構造と国民が国家の発展のための
主たる資源でありエンジンであるということを示
している。

学問的観点
　前述のとおり、日本の教育レベルは高く、質もよ
い。日本政府の政策として教育の優先順位は高い。
日本においては教育分野への予算配分は高く、その
理由は、教育程度が高い人間があらゆる分野にお
いての国家の発展におけるエンジンとなるからで
ある。日本の教育制度は充実しており、国民のニー
ズに応えている。研究所が整備され、研究課題は国
の発展のための課題解決への傾向と一致している。
研究結果は、ユーザーのニーズを満足させること
を目指し、最新技術へと継続的に更新することに
焦点を当てている。こうした教育と研究へのあら
ゆる取り組みは、私に深い印象を与えた。教育は、
開発戦略を達成させる、強い社会づくりのための
主要なツールであることに気が付いた。
　マダガスカルの教育背景は弱い。もし開発実施
計画が頓挫したとしたら、それは国民の大部分が
行動計画の真の最終目的を理解していないからで

ある。日本のように教育政策を優先させることは、
強い国家づくりと開発の推進のために必要不可欠
な方策であると思う。日本の教育制度を採用し、
それをマダガスカルの事情に適応させることは、
教育事情および教育レベルと質の向上を目指すた
めのよりよい解決策の一つである。

その他
　文化、気候、ノウハウや素質など、日本とマダ
ガスカルの大きな違いを知ることは、私の経験や
知識を豊かにする。この違いにより、適切な開発
政策の策定のため、私は両国の類似点と相違点を
理解することができた。
　日本滞在は、私の心を目覚めさせた。同時に、私
の同胞や国が発展し前進するのを助ける戦略に挑
戦し、実行するための愛国心が呼び起こされた。
　しかし一匹狼で大きなことを達成することはで
きない。日本の民間企業・公共企業や投資家と、マ
ダガスカルの民間・公共分野との団結力・パート
ナーシップおよび協力が、成功の鍵となる。日本の
ノウハウと物の見方を使うこと、そしてそれらを
マダガスカルの社会状況と背景に適用することは、
真の持続可能な発展につながる可能性がある。

優秀な研究成果を認められ、ポスター賞を受賞
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Njaratiana Faniry Adrien Rakotoarivelo
帯広畜産大学の畜産学研究科の修士号を、ABEイニ
シアティブ（第3バッチ）のプログラムを利用し取得
した。現在、有機肥料の生産および地元の農産物の販
売という、独自のビジネスに着手したところである。

Madagascar
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　私の日本滞在、留学経験は素晴らしいもので、自
己向上を促し、キャリアパスを明確化でき、人生
に大きな変化をもたらす経験だった。私はこれを

「ヤングアダルトから、より自己統制が取れた主体
性のある個人への脱皮」と表現するのが好きだ。
　私は、日本政府の外務省と文部科学省によって
開始された、大卒生向けの草の根国際化事業であ
り交換教育プログラムである JET プログラムを
通して、2013 年に初来日した。何度も海外旅行の
経験はあるが、家族から遠く離れた海外で生活す
るのは初めての経験だった。多くの人はそれがと
ても困難なプロセスだと考えていたが、私は全て
の時間を楽しんだ。職場で唯一の外国人だったこ
とは私の発想を変え、適応性、文化面での繊細性、
奉仕の心、リーダーシップ、そしてもちろん規律
を身に付けるのに役立った。
　日本文化に完全に浸り、その機会を最も有益に
するために日本語習得という苦行にも挑んだ。日
本語そのもの、そして日本語を話すだけで自分の
振る舞いが自動的に変わるということにすっかり
魅了された。私は普段より穏やかで丁寧に話し、
相手から話された内容をより確実に理解するた
め、そして動詞が文末にくるために、より注意深
く耳を傾けるようになった。 「すみません」（使
用される文脈によってさまざまな意味になる。例
えば、失礼します、申し訳ありません、ありがと
うございますなど）と「わかりました」の２つが
最も頻繁に使用する言葉となり、言葉の後にはお
辞儀を加えた。
　私はすぐ、日本に酔いしれるようになった。文
化、比類ないホスピタリティー（おもてなし）、
劇的な経験となった食べ物、効率性、そして私の
人間としての変容に。東京、大阪、京都のような
大都市の通りを歩くことは常に魅力的な経験で、

人、ファッション、自動販売機、街全体の清潔さ
など、全てが注意の的だった。あちこちの都市や
私の新しいホームタウンである今治で、電車、徒
歩、あるいは信頼するママチャリを使い一人で動
き回ることができるようになるにつれ、とても自
信が湧いてきた。また、私は「文化大使」とし
て、国際協力と統合に向けた文化交流をする義務
があったので、私の国に対してもより注意を払い、
より恋しく感じるようになった。
　ABE プログラムについて知ったとき、私は興
奮で輝いた。私の第二の故郷となった国で修士課
程を学ぶ機会を見逃すことはできなかった。素晴
らしい国際関係のカリキュラムを有し、世界各地
から多様な学生が留学していることから国際大学
に入学を申し込んだ。国際大学に足を踏み入れた
瞬間、喜びと感謝の気持ちでいっぱいになった。
田舎にあるため、大学を刑務所と呼ぶ人もいたが、
私にとっては違っていた。夏には緑豊かな木々の
美しい景色、冬には雄大な雪をかぶった山々、そ
して春には桜の木が並ぶ「さくら通り」を前にし
て目を覚ますのは無上の喜びだった。普通の人は

日本滞在と学びを通じ
広い視野を持つ人間に成長
ンバリ・セクワレ 南アフリカ共和国

国際大学の「さくら通り」（桜並木）

「日本三大桜」の一つと
して知られる高田公園

（新潟県上越市）にて、桜
並木と雪山が映す春と
冬のコントラスト
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そのような風景を観るために大金を払うが、私は
タダで体験できた。あり得ないと考えていた環境
だが、あり得たのだ。
　国際大学は私がコンフォートゾーンを抜け出す
のを助け、独りよがりな自己満足から解放してく
れた。私の履修内容は非常に多岐にわたり、国際
色豊かなクラスメートの多様な観点と視点から多
くのことを学んだ。私の専門研究分野は国際関係
学だったが、包括的な学位の取得と学究経験の向
上のため、経営学と経済学のコースも履修して学
際的アプローチをとった。さらに、この大学は世
界有数の大学で博士課程を修了した教授陣を擁
し、学問の卓越性を可能にする体制を整えている。
これら全ての要素が優れた学業成績と成功を導き
出し、私は学部長リスト（成績優秀者リスト）に
名を連ねることができたのだ。 
　授業以外では、大学に奉仕するためにできる限
り時間を割いて、いろいろな組織や評議会に参加
した。学生自治会と国際関係評議会の副会長に
なったし、“Hult Prize”などのビジネスコンペに
参加し、いくつかのイベントでは司会を務めた。
最も忘れられないのが “TEDxIUJ” を立ち上げた
ことで、“Culti Festa”や“Open Day”などの文
化イベントで企画を立て、実施した。これらを通
し、研究活動と社会活動をバランスよくすること
ができた。多文化のキャンパス環境で積極的に活
動した結果、新しいスキルを取得し、コミュニケー

Mbali Sexwale
ABEイニシアティブの研修員（第4バッチ）として、
国際大学で修士号を取得（国際関係学研究科）。前職
はSCF Capital Solutions。日本で3年間の就労経験
がある。

ション、交渉、意思決定そして管理能力を大幅に
向上させることができた。同時に大学運営につい
ての理解も深めることができた。
　私は ABE イニシアティブ研修員として、広島、
山口、名古屋、沖縄など日本各地へ視察旅行を
し、史跡、国連事務所、海上自衛隊、国会議事堂、
外務省、東京証券取引所などを訪問する機会を得
た。これらの旅行は、日本の経済や政治、さらに
は日本の文化についてのより深い知識を得るのに
役立った。私は日本で学ぶ学生だっただけでなく、
日本全体のより深い洞察を得る、日本の学生だっ
たのだ。日本のグローバルな成功とイノベーショ
ンについて、そして南アフリカと日本の架け橋に
なるためにそれをどう活用するかについて。
　日本での研究生活は、私をより豊かで広い視野
を持つ地球市民に育て上げた。この価値ある経験
はいつまでも心に残るものだ。どんなに大きなこ
とでも小さなことでも全てに注意を払うこと、そ
して「改善」の原則に従い絶え間ない自己改善の
ために努力すべきことを教わった。私は生涯の友
情を築き、同じ開発目標を持つ複数の出身国や国
籍の学生が集まる「国際連合」とさえ呼べる国際
大学から、世界について多くのことを学んだ。こ
れはユニークな経験であり、留学を希望する全て
の人に日本で学ぶことを強く推薦したい。

Republic of 
South Africa

筆者のお気に入りの一
つ、茶道。お点前を体験
する様子

広島への視察旅行時に原爆ドー
ム前にて
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　私の日本との最初の関わりは 2015 年、千代田
化工建設が行った液化天然ガス（LNG）の基礎
についての研修に参加するため来日したことだっ
た。それ以降、次々と扉が開いていき、翌年には
前年の知識をより深めるための研修で再来日。そ
して素晴らしい技術者やテクノロジーに囲まれ
た日本で学位を取りたいと強く思うようになり、
2017 年に今度は修士課程で材料工学を学ぶため日
本に戻ってきた。
　ここでは私は自分の経験を、安全、責任感、利
便性という観点から少しご紹介したいと思う。

安全
　ときには、犯罪というほどでなくても「安全で
はない」事件が起こることもあるが、日本（私が
2 年間住んでいる東京）は私がこれまで滞在した
り暮らしたりした場所のなかで、最も安全なとこ
ろだ。いくつかの例を紹介しよう。
・小学生が大人や学校の職員などの付き添いもな
く子どもだけで学校へ行き、帰る様子がごく普通

に見られる。歩いて学校へ行く子どもだけでなく、
自転車やキックスケーターを使ったり、バスや電
車に乗ったりする子もいる。
・日本の警察は公共の安全・安心を守っている。
私がいままで滞在した都市の中には警察が市民に
とっての脅威（不安）のもとになっているところ
もあったが、ここでは違う。2017 年の 12 月、私
は学生寮の仲間たち（国籍はさまざま）と連れ立っ
て年越しパーティーに出かけた。最初はよかった
が、途中で私は疲れてしまい、家に帰りたくなっ
た。友人たちはまだ帰りたがらなかったので、一
人で帰ることにした。午前 2 時ごろでもう電車は
なかったが、1 時間ほど歩いて何事もなく家まで
たどり着いた。一方、パーティーに残った友人の
一人は、パスポートや学生証、住民カードなどの
大切な書類と現金が入ったバックパックを失くし
てしまった。失くしたと気付いた彼は、寮の近く
にある交番に行って届け出た。警察官は家に帰る
前に最後にどこに立ち寄ったかと尋ね、5 分ほど
どこかに電話をかけた後、パーティー会場の近く

千葉県立検見川高等学校よりご提供の写真。2018年3月、JICAのプログラムで同校を訪問し、母国の教育や文化、スポーツ、政
治経済等を生徒たちに紹介した
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日本 ―― 夢の島
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の交番にかばんを取りにいくようにと彼に言っ
た。行ってみると、バックパックには中のものも
全てそのまま入っていたのだ。
　とはいえ、必ずしもいつも「何もかもが素晴ら
しい」わけではない。ここでもやはりときどきは
悪いことも起こる。例えば、ある日（の夕方）、丸
一日大変な授業をこなしたあとで学校から自転車
をこいで家に向かっていたところ、警察官に止め
られ、身分証明書を見せるように言われた。見せ
ると、驚いたことにかばんの中も全部見せろと言
うのだ。そんなことを言われるとは全く思ってい
なかった。たまにはこういうこともある。

責任感
　この言葉は日本人をよく表していると思うし、
あらゆる場所でこれが実践されている。教員、公
務員、病院、交通機関やリモートサポートのサー
ビスなど、誰もが時間を大切にし（時間厳守）、人々

（顧客）の満足のために最善を尽くす。地理的に

みると日本は一つの島国だが、実は言語的にも島
国だ。そのためオンラインショッピングからレス
トランのメニューにいたるまで、いろいろなサー
ビスでイメージ画像（写真）が文字に添えられて
いるのは、外国人にとって助かる。またその画像
は実物に忠実で、つまり写真で見た通りの商品が
本当に届くのだ。実に素晴らしい！

利便性
　「日本は便利」というのは私がよく言うセリフ
だ。栄養不足に陥らないための対策の一つとして、
ここでは手ごろな価格で良質な食べ物をいつでも

（毎日 24 時間）購入することができる。アフリカ
には食育や啓発活動、キャンペーンを行ってもう
まくいかない国が多々あるが、日本ではいたると
ころに 24 時間利用できるコンビニエンスストア
や自動販売機があり、教育や責任感、誠実さのお
かげでこういった場所が強盗に襲われたり荒らさ
れたりすることもないのだ。

2018年1月、木場のイトーヨーカドーにて、同
級生のAmadou Kaさんが撮影。雪の降らない
国から来た私達にとって最高の経験

芝浦工業大学豊洲キャンパスの近くで、大阪へ移る
ことになったシノザキさん（左）の送別の折に、共通
の友人ノグチさん（右）と3人で自撮り（2018年3月）
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Agostinho  Francisco Trinta Ariande
ABEイニシアティブの研修員（第4バッチ）として、
芝浦工業大学（理工学研究科）の修士課程に在籍し
ている。前職はモザンビークのパイプライン会社で
エンジニアとして勤務。

Mozambique
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　5 年前、私は『ザ・トヨタウェイ：世界最高
メーカーの 14 の経営原則』（ジェフリー・K・ラ
イカー著）を読んでいた。 14 の原則のうち、第
12 の原則「現地現物」または「Go ＆ See（目で
見て確認する）」は、日本に行って日出づる国を
見ることへの好奇心に火を付けた。しかし、その
時はまだ、私が 2 年前に ABE イニシアティブ奨
学金の機会を得るなどとは非常に難しい夢のよう
に思えた。その後、なんと、その夢が叶い、大き
な期待を持って、私はモロッコから日本へ飛行機
で向かった。国際大学（IUJ）に到着したのも束
の間、キャンパスがジャングルの真ん中にあるこ
とを知ってショックを受けたものだった。のちに、
この大学が「ジャングル（J）の中の私とあなた

（I&U）」と呼ばれる所以を理解するのだった。
　それでも、IUJ はグローバルリーダーを育成す
るのに最適な環境である。IUJ では、学術的な観
点から、講義、多文化の共生するグループミーティ
ングやプレゼンテーション、課題、そして研究を
含め全てが充実していて楽しかった。異なる意見
や文化が共存していることで、授業はとても刺激
的で面白かった。だからこそ、IUJ で学ぶことは
情熱そのものであった。同様に、学業以外の面で
も、多様な文化や考え方との交流や、時に直面す
る互いの衝突などを経験することで、人間的スキ
ルを大幅に向上させることができたように思う。
IUJ の施設では、多種多様なスポーツや活動を楽
しむこともできた。さらに、共用キッチンでは、
各国の食べ物の香りが漂ってきて、まるで多国籍
レストランのようであった。 また、IUJ の外でも、
たくさんの刺激があった。スノーボード、駅伝マ
ラソン、サッカー大会、雪かき、地域の人々との
交流など、多くのアクティビティが楽しめる。こ
れら全ての面で、私はここが日本で最も美しい場

所であると感じている。この楽園の中であらゆる
瞬間を楽しんだ。
　私が「7S」と呼んでいる 7 つの点において、モ
ロッコでの私の狭い考え方から、日本でより広い
考え方を持つようになった。それはモロッコ文化
を維持しつつも、異なる文化や環境において成功
するのに必要なグローバルな精神を育むことに
なった。もちろん、いつもうまくいったわけでは
ないが、それでも大きく成長することとなった。
　まず、「先生：Senseis」について。教授と学生
間の意見交換は、効率的な学習体験を得るための
鍵となる。この意見交換は、議論に積極的に参加
し、新しい考え方を持つための能力を高める。教
授は知識の鉱山を持っており、それは学生によっ
て探索されるのである。
　第二に、「教科：Subjects」について。 MBA コー
スは、真にビジネスに関連した内容を学ぶ旅であ
る。学習アプローチとしては、グループワーク、
ケーススタディ、プレゼンテーション、分析とデ
ザイン、クラスでの議論、そして実地研修が含ま
れる。私にとって、ファイナンス（金融）の教科が、
間違いなく最も楽しい分野である。新しい認識や
見方を与えてくれるし、理解レベルを高めること
につながるからである。
　第三に、「チーム理論：Squad Theory」につい
て。グループワークは、成功するための必要条件

私を変えた「７S」

エル・マディ・エル・ラッカビ モロッコ王国

南魚沼市の駅伝大会に2回目の参加。筆者は第一
走者グループの中で唯一の外国人で、サムライの
バンダナを身に着けて走った
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である。大学では、さまざまな国籍や経歴を持つ
メンバーと協力し合わねばならない場面が多くあ
る。どのグループも必ず最後には良いチームとな
り、 意見の衝突や感情の起伏を通じて、関係がよ
り強くなり、効率的なワークができるようになる。
　第四に、「すごい隣人たち：Sugoi Neighbors」
について。小さなキャンパスに 60 カ国以上の学
生がいることは、個人の文化からグローバルな考
え方や文化を持つようになるための特別な方法で
ある。一人ひとりが自分の文化を守りながら、グ
ローバルな考え方を持つことで、互いの交流を深
める。多様な国籍が、寮やキッチン、クラスを共
有している。グローバルであることが互いに生き
残るための唯一の方法なのだ。
　第五に、「すごいコミュニティ：Sugoi Community」
について。ストレスの多い大都市に比べて、キャン
パスのある浦佐は研究に適した穏やかな楽園であ
る。地域社会との交流は私たちの活動のひとつであ
る。地域の人々は優しく、平和で、いつも笑顔で接
してくれる。彼らは外国に興味があり、多文化の集
まる特別なイベントにも積極的に参加してくれる。
　第六に、「インターンシップ：Some Internships」
について。これまで 2 回のインターンシップに参
加した。 １回目は、一般財団法人宇宙システム開
発利用推進機構（Japan Space Systems）における
2 週間のインターンシップであった。日本の会社で
働くことについて、特に日程調整やチームワーク、
そして勤勉さについて、非常に多くの洞察を得た。
私は一日に 2 回電車に乗るという東京生活を経験
した。2 回目は、日本の多国籍企業「ProQuest」
での 6 カ月間のインターンシップである。そこで
は、創造性やリーダーシップ、そしてインパクト
という点においても非常に特別な経験を得た。最
初のインターンでは、複数いるインターン生の一

El Mehdi Er Raqabi
ABEイニシアティブの研修員（第4バッチ）として、
国際大学で修士号を取得（国際経営学研究科）。前職
はオペレーショナルリサーチャーとデーターサイエ
ンティストとしてIT企業であるFOSTERGYで勤務。

人であったが、2 番目のインターンでは、プロジェ
クトマネージャーになる機会が与えられた。
　最後に、「特殊な環境：Special Context」につ
いて。日本では農村での生活と都市での生活の両
方を経験した。東京での生活は非常にストレスの
多いものであった。そこでは会社での生活が生き
方そのものを支配しているようであった。勤勉さ、
年功序列、終身雇用は非常に特殊なものであった。
浦佐と東京の行き来により、私はその大きな違い
に気付かされた。
　この 2 年間を通して、日本文化を、私のよく知
るモロッコやアメリカ、ヨーロッパの文化と比較・
観察し、学ぶには十分な時間があった。日出づる国
の文化は、他の文化とは全く異なる。日本では終
身雇用と年功序列が、効率性や業績よりも重視さ
れる。この独自のシステムにより、日本は最大の
先進国の一つとなったが、起業家精神と株主価値
の最大化に基づく米国のモデルと比べると、社会
的成功への達成方法が異なる。日本での冒険を通
じて、私はさまざまな国のモデルと、それらがど
のように機能しているか、また根底にある原則と
価値、そしてその運用システムについてイメージ
を完成させることができた。 日本の独自性は、他
の国では達成できない、国民へのバランスの取れ
た富の分配にある。

Morocco

これが最高の1枚でしょう。日本で60カ国以上の学生とと
もに学び、MBAを取得し、卒業式の総代に選ばれ、自身にとっ
ても母国にとってもこの上ない名誉である
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　誰もが人生の中で特別な出来事を経験するもの
であろうが、日本で生活するということは、そう
した非常に特別な出来事であり、機会である。
　私の場合、主として２つの理由から日本への留
学を決定した。一つは日本を特徴づけるユニーク
な文化、伝統および自然環境である。もう一つは、
最先端技術――私が東北大学で研究する分野であ
る地震工学を含む――における世界のリーダーと
しての日本の評価である。
　修士号取得にあたり私の第一希望の大学は、日
本の東北の仙台市に位置する東北大学だった。幸
いなことに 2016 年 10 月に同大の土木工学専攻へ
の入学許可を得た。2011 年の東日本大震災以降東
北地方は世界的に知られ、そのため、その土地へ
の関心が高まり、復興への取り組みを学びたいと
いう動きが、地域復興や難局に立ち向かう人々や
政府の背中を押している。
　これを踏まえて、私は日本滞在中に日本と東北
地方発見のためできるだけの時間を割くという目
標を設定した。私の大好きな趣味である旅行は日
本における優先順位の一つになった。
　仙台に到着した週には、早くも仙台市とその周
辺について発見の旅を開始した。
　仙台は、市内に多くの公園、庭園、街路樹があ
ることから「杜の都」として知られている。最初
の週末には、1 日乗車券を購入し、有名な仙台市
観光シティーループバスに乗り、1 日中乗り降り
自在の便利な観光バスで仙台を巡った。主な観光
スポットは、青葉山の丘陵にある伊達政宗の 17
世紀の仙台城址や、伊達政宗とその子孫が眠る霊
廟である木造の色彩がきれいな瑞鳳殿だ。
　そのほかの日本国内の私の最初の旅行は、「日
本三景」のひとつである松島湾に浮かぶ数百の緑
の濃い島々から構成されている風光明媚な松島で

あった。私は松島よりも松島湾の名物の養殖カキ
にもっと関心があった。カキの料理を初めて食べ、
その微妙な味わいを存分に楽しみ、松島が日本中
で人気がある理由の秘密がわかった。
　私の旅行は仙台だけに限定されず、休日には
徐々に遠方に出かけるようになった。一人旅の経
験がなく、最初は心配したが杞憂に終わった。日
本は安全で交通網が整備されているので、どこに
でも時間通りに到着することができた。私は旅行
範囲を広げた。長期休暇の最初の旅は関西地方で
あった。普段の慣れている心地よい環境を出て、
独立独歩で自分の潜在能力を発見する旅にでた。
ゴールデンウイーク真っ最中のため、1000 年以
上日本の都として栄えた京都の探検に焦点を絞っ
た。京都には神社仏閣、日本庭園、京都御所等が
ある。伝統文化が保存されており、京都で私は日
本のどこよりも日本の伝統文化や建築を身近に感
じることができた。興味深い名所旧跡がたくさん
あるなかで金閣寺と伏見稲荷大社に魅了された。
関西地方では京都だけではなく、大阪や神戸、京
都遷都前に日本の都であった奈良にも足を延ばし

私の愛する国日本
その魅力のますますの発見
スマイヤ・アッドー モロッコ王国

地獄谷野猿公苑にて、雪に囲まれた温泉と猿をバックに（2018年
1月）
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た。奈良公園の数百頭の野生の鹿や東大寺等が有
名である。
　旅行すればするほど、さらに旅行したくなった。
関東地方、北海道、北陸地方、沖縄まで出かけた。
訪問地の知識を増やすため、有能なガイドの案内
で多くのバスツアーやサイクリングツアーをした
り、参加者たちと訪問先の文化や伝統についてお
しゃべりして、その他の訪問地や食べ物について
オススメを教えてもらった。
　それぞれの地方には食事や文化についての独自
の特色があり、留学中に私が愛する国である日本
をさらに発見する機会を得たことに感謝してい
る。日本を訪問する全ての人に国内旅行をおすす
めする。

Soumaya Addou
第3バッチのABEイニシアティブ研修員の一人で
あり、東北大学の工学研究科の修士号を取得した。
以前はモロッコで道路運用に係る仕事をしていた。

Morocco

初めての旅行先、松島にて（2016年9月）

冬のお祭りを観に訪れた会津若松にて（2017年2月）
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　日本への留学経験は、私だけでなくレソトの障
がい児教育の発展にとっても非常に意味のあるも
のであった。大学で研究に明け暮れるだけでなく、
生きるために必要な知識とスキルを磨き上げ、そ
れにより今あるようなより良い教師になれたと思
う。レソト王国は南アフリカ共和国の内陸に位置
している。私は国で 2 校しかない聴覚障がい者の
学校のうち 1 校の特別教育クラスの教師である。
来日前は、その学校で 3 年間教師として勤務して
いた。生徒指導を続けるにつれ、解決すべき大き
な課題があることに気づき「もっと深く障がい児
教育について学びたい」と思い、日本への留学を
決めた。大きな課題、それは「障がいを持つ多く
の人々は、子どもも大人も、自らの生活をより良
くし、社会で自立し活躍するためのスキルやチャ
ンスを与えられていない」ことである。
　日本では、障がい児、特に聴覚障がい児が小学
校から高校卒業、また高校卒業から就職または
大学進学の課程でどのような教育を受けているか
を現場で学ぶことができた。日本の障がい児教育
についてより理解を深めるべく、この貴重な機会
を利用して、自分の時間の許す限り学校を訪問し
た。授業見学、運動会、その他の学校行事・活動
に招待されることもあり、学校の先生とのコミュ
ニケーションを通じて、単に教師として生徒を教
えることだけではなく、教師としての戦略も学ぶ
ことができた。来日した時から日本での経験はと
ても良いものになるとは聞いていたが、私の日本
での経験は本当に目を見張るものがあり、これま
で培ったものをさらに向上させることができてい
る。今後も引き続き学校を訪問する機会があれば、
まだもっと多くのことを学び続けたいと思う。
　広島県と山口県の特別支援学校を訪問する機
会もあった。山口県では、聴覚障がい者が働く

NPO 団体も訪問したが、そこでは、聴覚障がい者
が職場内外どこにいても働けるという環境があっ
た。知識や技術を生かして熱心に働く姿は素晴ら
しいものであった。私は皆に歓迎され、丸一日彼
らとともに語らうという、とても貴重な経験を得
ることができた。さらに、その NPO 法人が運営
する聴覚障がい児童のための放課後学級も見学す
ることができ嬉しかった。日本では塾というもの
は有名で、塾というシステムがとてもうまく機能
していると思う。しかし、今まで聴覚障がい児童
のための塾を見たことがない。最近、広島市内に
聴覚障がい児童のための塾があると聞いたが、近
いうちに訪れたいと思っている。私は日本の塾は
素晴らしいと思う。学校の勉強に苦労している生
徒に個別支援を提供することは重要である。私の
国では、特別支援の必要な障がい児が塾で勉強す
ることは珍しい。昨年の夏、私は東京の塾でイン
ターンシップを行う機会があったが、子どもへの
個別指導の方法について多くのことを学ぶことが
でき、これもまた良い経験であった。
　特別支援学校を訪問するなかで、子どもたちが
教師や両親と良好な関係を築いており、それは学
校教育の一環であることを知った。学校と家庭の

障がい児教育に携わる教師として
日本で得た多くの学び
マモジョカ・ジョイス・モライ レソト王国

寒い冬の日、山口県立山口南総合支援学校の一般公開日に正門前
にて
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両方から支援を受けることにより、子どもたちは
より能力を向上させることができるのだ。また、
児童が高学年に進むにつれて、職業技能訓練も学
習の一部であることを知った。ある学校では、生
徒がドアの蝶番を固定する方法など、簡単な職業
技能を学んでいた。その学校は子どもたちが自立
した生活を送るための技能を学び、習得するため
の様々な機会を提供していた。
　レソトの特別支援学校の子どもが、そのような
機会に恵まれることは少ない。学校にはモノが不
足しているだけではなく、教師も職業技能を教え
ることのできる能力を持ち合わせていない。また、
学校は都市部にあり児童は寮生活を送っているた
め、自宅への帰省は一年に一度か二度であること
から、親はあまり教育に関与していない。さらに、
障がいのある成人は雇い手が必要とする技能を身
に付けていないため、もちろん仕事を見つけるこ
とができない。耳が聞こえない人は読み書きがで
きないことが多く、雇用機会を主張することすら
難しいのが現状である。聴覚障がいのある生徒は、
基礎的な識字教育や職業訓練を得ることのできな

Mamotjoka Joyce Morai
ABEイニシアティブの研修員（第4バッチ）として、
広島大学（国際協力研究科）の修士課程に在籍して
いる。ABEイニシアティブプログラムに参加する前
は聴覚障がい者の学校で勤務。

いまま高校を卒業する。卒業後、その多くは仕事
がなく、家で食べ物にありつけないので、特別支
援学校に戻ってくる。
　私は日本で過ごした 2 年間、「レソトの障がい児
教育において、まだやるべきことがたくさんある」
ということを学んだ。多くの人々が取り残されてい
る国を変えるために努力することは容易ではない
が、私は、障がいを持つ人々でさえ、国の発展にとっ
て必要であると思う。このまま彼らが社会から取り
残されると、国の経済に大きな影響を与え、国の
目標も達成されない。彼らが自立して生活できる
よう技能を与え、彼らが社会全体に溶け込めるよ
うにすることが、国の発展に繋がると信じている。
　最近、広島大学に通う聴覚障がいの大学院生に
会うことを勧められた。レソトでは、障がい児が
初等教育を受ける年齢で学校に入学できないとい
う問題があり、18 歳から 21 歳になってようやく
初等教育を受けることができる。この問題がいつ
か解決すれば、自分が教えている学生も、将来、
初等教育ではなく、大学レベルの教育を受けるこ
とができるだろう。

Lesotho

（右）東京の指導教員とともにNISE
（独立行政法人国立特別支援教育総
合研究所）主催の国際シンポジウム
に参加後、鎌倉大仏（高徳院）にて

（左）岡山県での2日間の英語合宿に
ボランティアとして参加。「青チーム」
の一員として、子ども達と楽しく過
ごした
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できよう。ご多忙の中、原稿をお寄せいただいた
執筆者の皆様に心より感謝したい。
　2019 年 8 月に横浜で開催される TICAD Ⅶを機
に、ABE イニシアティブが修士課程への留学（学
位取得）と日本企業におけるインターンシップと
いう目に見える効果だけでなく、日本とアフリカ
双方にもたらした目に見えない効果を一つの冊子
にまとめ、発行することができたことを嬉しく思
う。これまで ABE イニシアティブに関わった人た
ちだけでなく、関係者のネットワークをさらに広
げて、日本とアフリカとの関係がこれからも継続
して発展し、盛り上がっていくことを心から願っ
ている。
　JICE は、ABE イニシアティブの事業開始当初
から、これまで一貫して事業に携わってきた立場
から、ABE 研修員はもちろんのこと、ABE 研修
員の発意により設立された KAKEHASHI Africa
とも協力して、日本のパートナーとしてのアフリ
カとの絆が、将来に向けてますます強固になるよ
う努力していきたいと思う。 （事務局長 川越 寛之）

　日本とアフリカ。日本から 1 万キロメートル以
上も離れた 54 カ国を有するアフリカは、地理的に
遠いだけでなく、文化も異なり、あまり馴染みが
なく心理的にも遠い存在だと感じている日本人は
多いであろう。しかし、この冊子を通じて、アフ
リカに対して新たな理解や気づきを得て、親近感
を持った読者も数多くいるのではないだろうか。
　5 年前に始まった ABE イニシアティブは、事
業関係者の尽力と期待、そして研修員の努力と協
力によって発展してきた。アフリカ全 54 カ国か
ら 1,200 人余りの研修員が日本で学び、日本人と
交流し、互いを認め合い、相互理解をはかってき
た。また、ABE 研修員数の何十倍にも上る日本
人もまた同様に、ABE 研修員との関わりの中で、
日本にいながらにしてアフリカについて理解を深
める機会を得た。こうして 5 年前に、一期生 156
名の来日からスタートした ABE イニシアティブ
の小さな種が、あっという間に大きな成果をもた
らすに至ったことは、この冊子にご執筆くださっ
た 28 名の原稿のどの部分からも読み取ることが

あとがき
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